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未来デジタル研究所の目的

　未来デジタル研究所は、中央情報学園の『未来をデザインし、社会のイノ

ベーションに寄与する』という経営理念の下、平成 28 年 4 月に学園のシン

クタンクとして設置されました。

　デジタル革命のスピードがますます加速する現代社会において、産業と社

会は今後どのように変化していくのか、またビジネスや人間の生き方はどの

ように変わらざるを得ないのか、これから進むべき近未来の技術動向を見据

えつつ、人材育成の基本理念と方向性、専門教育のあるべき姿について研究

するオープンなシンクタンクを目指します。

　その研究成果を広く内外に発信し、もって専門教育の実践と人材育成に貢

献することを目的とするものです。

平成 30 年 12 月

　学校法人 中央情報学園

								        　理事長　岡本 比呂志　
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1. はじめに
第 3 次ブームといわれている AI(Artificial Intelligence: 人工知能 )。ブームといわれ

るがごとく、さまざまな局面でこの 2 文字が目に入らない日はない。新聞や雑誌、書籍
などが、キャッチな言葉を使い「AI で○○が変わる」といったふれこみでフォローの風
を吹かせている。

1950 年代から 60 年代に起こった第 1 次 AI ブーム、1980 年代から 90 年代の第 2
次 AI ブームを経て、現在がまさに 3 度目の流行の渦の中にあり、ビジネス、教育、ヘ
ルスケア、農業といった各分野で新たな研究が進められている。

このブームの変遷には、情報技術の進歩が影響していることは言うまでもない。
第 3 次 AI ブームが起こっている要因は、技術的に大量データを扱えるハードウェア

の登場と、そこに集まってきたデータを扱うソフトウェアの研究が進んだことと言え
る。代表的なものは Deep Learning であり、機械学習の技術進歩がもたらした結果
でもある。

この技術は、ゲームルールが明確な、しかも範囲も限られている AI 将棋や AI 囲碁と
人間との対戦によってますます話題となった。対戦によって AI が勝利するたびに「AI
が人間を超えた」という表現があふれ、ゲームの勝敗結果以上の事象としてとらえられ
るようになっていった。

一方で、AI の定義には各研究者の論点がさまざまであることもおさえておきたい。きっ
ちりと決まった定義はないのである。将棋や囲碁の対戦を通して、人間が「まいりました」
という言葉を発することが、さらなる AI への夢や期待を膨らませていくように感じる。

将棋や囲碁、自動運転などの身近な事象と、人工知能という言葉がなんとなく膨張し
て、人間のような知能がある鉄腕アトムのようなものが出現するであろうという期待感
があふれている現代である。

その延長線上には、オックスフォード大学のオズボーン准教授による研究のように、
AI やロボットによって、代替される職業がリストアップされており、仕事が AI に奪わ
れるというショッキングな予測も注目をあびている。

AI 教育の現状と展望
<AI 教育ーいかに拡充すべきか >

〔巻頭論文〕

明星大学　経営学部
教授　河合　美香
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〔巻頭論文〕  AI 教育の現状と展望

さらに、カーツワイル博士で有名なシンギュラリティ（技術特異点）は、2045 年に
コンピュータが人間を超えた知能を持ち、逆に繰られてしまうという内容であり、各研
究者がさまざまな論点を展開していることも興味深い。

以上のように、情報技術の進歩は、今までできなかったことを実現可能とし、創造の
範囲を広げている。このような第 3 次 AI ブームの中で、人間と AI がどのような関係性
を構築していくかを考えることは、人間の概念を拡張していくことにもつながるのでは
ないだろうか。

人間がよりよい社会を築くために、人間が主体となって AI を活用するにはどうすべき
なのか。定義のまだはっきりとしていない情報技術である AI は少子高齢化やグローバル
化、多極化の時代に人間にとって何をもたらすのか。

その主体である人間をどう育てるべきかが、社会に今求められる課題となってきている。
本稿では、AI の活用実践の視点と、教育そのものの視点の双方から、これから AI 技

術を活用する人間の教育の方向性について論じていきたい。

2.AI 活用の現状
（1）世の中の動き

まず、現在のブームに対応している各方面の動きを観てみる。
日本政府は、「日本再興戦略改訂 2015」の日本産業再興プランの中に、ビッグデータ、

IoT、AI の言葉を明文化し、さまざまなコンソーシアムなどのアクションを始めている。
総務省発行「情報通信白書」の特集に着目すると、日本での動きの変遷が読み取れる。
情報技術の急速な変化に応じて、毎年視点を変えた情報提供が行われており、興味深

い分析データも多数掲載されている。
日本再興戦略が起案された直後の情報通信白書 2016 年版では、早速“IoT・ビッグデー

タ・AI”の特集が組まれた。ここでは、新たな ICT( 情報通信技術 ) による経済成長への
多大な期待が盛り込まれたものとなっており、GDP 増大のエンパワー役といった見方が
されている。

2017 年版には“データ主導経済と社会変革”という特集が組まれた。スマートフォ
ンの普及や利用時間増から、ビッグデータ利活用元年の到来という章立ての構成となっ
ている。この年には、がちがちだった個人情報保護法も匿名の考え方を導入し、制限付
きでの活用が可能になったという個人情報保護法が改正されたという背景もあり、AI か
らデータという見方に回帰したものとなっている。

さらに 2018 年版では、“人口減少時代の ICT による持続的成長”が特集され、世界
と日本との比較における AI・IoT の現状が論じられている。政府はリーダーシップをとっ
て、この分野の経済的貢献をめざしているはずだが、実際の動きについての分析が盛り
込まれている。ここでは、世界と日本の ICT の比較において、日本の投資額が少なく、
しかも増加していないことがグラフ化されている。関連した投資のストックも横ばいと
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なっている。【図 1】
この時代の米国では、まさにシリコンバレーでの Facebook,Apple、Google, 

Amazon が急成長してきているのは周知のとおりであり、グラフの動きからも改めて要
因を考えざるをえない。

【図 1】出典 : 平成 30 年（2018）版　情報通信白書のポイント　第 1 章

世の中は、AI で経済成長や社会変革を期待している一方で、現状の投資はこのように
米国と比べて低水準となっているという分析情報である。

投資額の大小によって変革が左右されるかどうかは、短絡的に論ずるべきではない。
しかし、AI・IoT による社会変革を推し進める国の戦略があり、推進を総論として賛

成している世の中であるにもかかわらず、投資は増えていないのである。変革を起こす
実行に至る場合は、R&D 費であれ、検証費用であれ、人件費や設備費の投資が必要であ
ることは必至であるのは言うまでもない。

この状況から考えられることは、2 つある。
企業は投資をしないで何らかの推進を実行しているか、あるいは、現状維持で実質は

何もしていないかということである。企業の業種、業態、規模などによって実態は異な
るはずであるが、どこかが停滞していることは否めないであろう。

海外にも目を転じてみると、ドイツ政府主導の Industrie 4.0 や米国ゼネラルエレク
トリック（GE）社が主体となっている IIC（Industrial Internet Consortium）といった、
企業連携による「共創」の動きも新たなエコノミー形態の出現がアピールされている。

それ以前の 1990 年代には、シリコンバレーから多くの著名ベンチャー企業が出現し
ている。ほぼすべて ICT ベースの会社であるといっても過言ではない。Google はデー
タ検索エンジンからスタートし機械学習、Deep learning の最先端技術を開発し、今で
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は AI 技術開発のトップランナーである。
Amazonは本のネット通販から始まり、AWS(Amazon web service)というパブリッ

ククラウドのプラットフォームサービスの提供を開始し、ますますビッグデータ保有企
業になってきている。

一方で、こうした企業に匹敵する日本企業は残念ながら見当たらないのが実態である。
このように、技術を活用して、何かを始める、何かを改革するといったことが日本で

は動きが決して早くない。技術も理解しているし、何かを始めたいという意欲はあるは
ずであるが、にもかかわらず停滞する原因は何なのだろうか。

明らかなのは、環境の変化に応じて、新たに必要とされる人材が変わってきていると
いうことではないだろうか。したがって、教育にも対応が求められているということで
ある。

そのような中で新しい職種であるデータサイエンティストが脚光を浴びている。デー
タサイエンティストは、データを分析用に収集、整備できる ICT のスキルと、統計や分
析のスキル、そしてどのようにデータ活用するかの知見を備えているという。AI 同様に
データサイエンティストには明確な定義はないが、機能としての 3 種は明確であり、AI
教育の要件としてとらえられる。

（2）ビジネスプロセスと ICT導入、現場での動き
1980 年代から 1990 年代、第 2 次 AI ブームでもあった頃、企業にとっての ICT の

活用は情報戦略とも言われ、実は多くの投資がなされてきていた。AI はエキスパート
システムとも呼ばれ、89 年には人工知能学会が発足している。当時は「かな漢字変換」
も AI の一部としてとらえられていた。

情報戦略とは、効率化を目論むコンピュータ導入そのものであり、MIS(Management 
Information System) や SIS(Strategic Information System) の概念が広まっていった。

ICT の活用は、経営効率や競争優位、差別戦略といったところに着目されて導入され
るようになっていたわけである。

この時代には、汎用コンピュータにソフトウェアを開発するプログラマーの人材育成
が盛んに行われていた。このスキルは、既存の人間の行っていた計算タスクをそのまま
ソフトウェアに置き換えてきた。それらはソフトウェア言語でのプログラミングであり、
ほぼアナログからデジタル言語に置き換える翻訳ベースであり、文法が明確なマニュア
ルにそって論理がくみたてられたものである。

各企業は情報戦略として、自社のビジネスプロセスを要件定義としてプログラム仕様
を設計し、そのままプログラミングに落とし込みシステム化するという個別開発が主流
であった。あるいは帳票や計算を主体とした、事前に標準的なビジネスプロセスを作り
込んだアプリケーションパッケージプログラムを導入することが一般に行われていた。

AI のエキスパートシステムの「かな漢字変換」や、予測数値の計算式にしても、電卓



9

の延長のような感覚で機械に任せるタスクは、インプットを与えるとアウトプットが効
率化できるものといえる。人間のやっていた計算のタスクは、この時点でタスクは機械
化されている。

この時期には、ナレッジマネジメントの研究も盛んに行われていた。
テイラーの「科学的管理法」では、タスク管理など労働者の生産性や効率と合わせて、

職能別組織による計画機能と執行機能にわけて専門部署を置くことを提言している。こ
れに合わせて、労働者のプロセスや役割分担が明確になっていったわけである。ナレッ
ジマネジメントは、ホワイトワーカーにおけるナレッジのプロセスや役割分担の考え方
を明確にしたといえる。

ダベンポートによるとナレッジは種類を大きくわけて、コンサルなどの計画や企画部
分ナレッジと、現場執行のナレッジに分類ができる。この分類は、人間のタスクという
観点から、AI を活用するところを見つけるヒントになると考える。

第二次 AI ブームのエキスパートシステムが浸透しなかったのは、コンサルなどのナ
レッジをタスクに落とし込めなかったということが言われている。さらに機能が常に一
意に決まらなかったというのも、うまく行かなかった理由とされている。一方で、現場
執行のナレッジは、コールセンターのルールベースのタスクのように機械化を行うこと
に突破口を見い出している。

1990 年代には、BPR（Business Process Re-engineering）という経営的課題を解
決する概念により、それを実現するツールとして ERP(Enterprise Resource Planning）
パッケージソフトウェアの導入がブームとなっていた。

ERP は、海外で BPR のために開発されたアプリケーションプログラムであり、日本の
ビジネスに適用するのかどうか、導入するべきか否か、現在と状況と同様にさまざまな
研究やアプローチがされていた。

導入目的については、それ以前の業務効率化に加えて、グローバル化の時代背景のも
とに経営革新、業務改革、グローバル経営や、メンテナンスや運用コストの削減、業務
のリードタイム短縮、統合データベースの利用による情報共有と活用、現行システムの
複雑性の解消などが追加されている。

国際会計基準や市場を海外に求めるグローバルマーケティング、生産活動のグローバ
ル化といった市場環境もあり、グローバルビジネスプロセスの標準化といわれている
ERP が会計、販売、生産、人事などの企業のコアプロセスに続々導入されていった。特
に ERP の筆頭であるドイツの SAP 社のアプリケーションは、世界のベストプラクティ
スである標準ビジネスプロセスを導入できるものとして、多くのグローバル企業へ展開
されていった。

この時代の人材は、外資ベンダーの認定コンサルタントの資格保有者が代表格である。
ERP の認定コンサルタントは、アプリケーションの設定ができるという ICT のスキル、
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ビジネスモデルの理解ができる人材であり、ツールを使いこなせる高度人材として、市
場価値は高いものであった。

企業は、共通するバックオフィスのプロセス導入について、このように年月をかけて
同じ方向を向いてきたわけであるが、イノベーションに情報システムを活用するという
発想にはまだ技術的な環境からもリーチしていなかったのである。

そしてその間におこった急激な技術進歩により、2010 年以降には、ビッグデータと
いわれる大量、多種、多彩なデータが世の中に存在する状況となり、現在の AI ブームと
なる。

システムエンジニアリングのスキルは継承されてきており、既存ビジネスモデルにつ
いては、基幹業務のスキルが育成されてきている。

しかし、イノベーションとは新規プロセスと新規技術の組み合わせであるため、現状
のスキルだけでは不足しているところは否めない。

3. ビジネスにAI を活用するということ
AI の必要性や期待はどんどん高まっている。ただし、その方向性や活用する人材育成

については、総論で語るべきではないと考える。
求められる人材像は、ICT のリテラシーがあり、統計や分析のスキルを保有し、さら

に活用する創造力やマネジメント力が求められるというのが、概念として存在している
からである。

これをさらに分解すると、ICT のどこの部分のスキルを育成するかが疑問となってく
る。データの収集や分析のための前処理となるエンジアリングは、システムエンジニア
の延長で育成をすべきである。AI が出てきたからといって、今の段階では ICT のスキル
は不要ということではないし、特にインフラを担当していたシステムエンジニアにデー
タ構造のスキルを育成することは近道であろう。

また、分析力や統計に関しては、2 つの育成方法が望ましいと考える。
1 つは分析専門家としてキャリア育成をする場合、それは分析リテラシーであり、数

学統計の学習やテキスト分析、画像分析の得意分野のスキルを学習するべきである。論
理思考を保有することによって、自身の発想をプログラマーにアウトソースすることが
できる。

2 つ目は統計言語である R や Python をマスターすることによって、学際的な関数の
理解はしていなくても、分析家としてプログラミングができるはずである。

次に、企業は何を目標にして、AI やデータサイエンスを導入したいのか。この点につ
いて経営戦略理論であるアンゾフのマトリクスをベースに実践現場での動きを考察して
みることにする。アンゾフのマトリクスでは、市場と製品の掛け合わせによって、戦略
の目的を明確化するものである。【図 2】
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「AI やデータを使った変革」のアプローチについて、ケースごとに実践が異なっている
ことがわかる。

【図 2】アンゾフの成長マトリックス

①既存市場×既存製品
この戦略において、日本は現場のカイゼン活動によってもともとアドバンテージがあ

る。現場の人間は日々のタスクについて、さまざまな工夫や手段を用いて効率化やコト
ダウン、品質管理を行ってきている。ここで AI を活用してさらに改善したいという発想
を持つかどうかというところがトリガーとなっている。

現場を熟知している人間が、改善意欲によってどう進めていくかが観点となる。ビジ
ネスの知見を保有しているため、IT スキル、データサイエンスのスキルは不足していよ
うとも、どう進めるかという実行力が問われる。

一方で、いくら経営者が「AI を使ってさらに効率化せよ」と指示しても、現場の人間
が現状のタスクにおいて困っていない場合は、IT スキルやデータサイエンスのスキルを
保有していようが、活用は進まない。

②既存市場×新規製品
この戦略では、新規製品、新規サービスを開発するために、AI から新たな知恵を導き

たいという意志が働く。
クリステンセンのイノベーションジレンマでは、企業は利益率が低く、対象市場が小さ

く、収益性の高い顧客が破壊的技術を求めないところへは投資しないといった理論がある。
この場合に必要な人材は、マーケティング戦略の分析スキルであり、データ種や範囲

が決まっている。マーケティング分析のアルゴリズムは、新たなビッグデータ種を使っ
て新しく開発するか、既存のマーケティングノウハウを分析するアルゴリズムが出回っ
ているケースも多い。このため、ERP の導入時のように、マーケティングビジネスのス
キル、ツールを理解し使いこなすスキルが求められる。

新たな分析を追求する場合、工学系で開発するような高度なアルゴリズムを開発する
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必要があるが、新たなアプローチのため、とりあえずやってみることに終始する場合も
多い。このため、現場ビジネスの知見者がリードをとって進めることが肝要である。

③新規市場×既存製品
現代の新規市場とは、主にグローバル市場を意味することになる。
グローバルマーケティング戦略は、業種や製品ごとに異なり、経営資源も環境や前提

として国際経営論にも言及する必要がある。AI 活用のスキルを論じる前にマーケティン
グ戦略の立案が存在すべきである上、欧州のデータ保護などグローバルなデータの流通
規制もあるため、本論とは異なる角度からの人材育成が求められる。

④新規市場×新規製品
アンゾフが多角化経営という呼び方を付けている戦略は、クリステンセンのイノベー

ション論によると、破壊的イノベーションと呼び、文字通り市場を破壊する競合相手が
出現するエリアである。経営論の詳細は割愛するが、この分野において新たな競争を行
うにあたり、経営層は「AI やデータを使って何か変化を起こしてほしい」との変革指示
が出ることが多い。この場合は、企業の競争戦略そのものになるため、経営層の意思決
定が重要となる。AI やデータ活用の新規ビジネスの立ち上げのため、経営資源が投入さ
れるべきであり、この場合の人材はビジネス知見、データ活用スキル、そしてデータサ
イエンスのスキルの 3 種が求められることになるだろう。組織内では、経営戦略部門の
メンバー、システムエンジニアリング部門のメンバー、そして数理統計研究のメンバー
が必須となる。特に試行錯誤や失敗も想定内であるため、各スキルの他に経営層も含め
プロジェクトをやり遂げるコンピテンシーが高くないと、スキルそのものも活かされな
くなる懸念もある。

4. 教育現場の現状
（1）リテラシーとコンピテンシー

AI 教育を教育現場の現状の方向からも視点を置いてみる。
世界の教育概念として、教育の成果と影響に関する情報への関心が高まり、「キー・コ

ンピテンシー（主要能力）」という各国共通にコンセプトを共通化する必要性が論じられ
ている。こうしたなか、OECD はプログラム「コンピテンシーの定義と選択」（DeSeCo）
を 1997 年末にスタートし、2003 年に概念の枠組みを報告している。

[ 文 科 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/039/siryo/
attach/1402980.htm]

コンピテンシーの概念は、企業の人事評価などでも使われ始めており、「単なる知識や
技能だけではなく、技能や態度を含む様々な心理的・社会的なリソースを活用して、特
定の文脈の中で複雑な要求（課題）に対応することができる力」となっている。
「キー・コンピテンシー」とは、日常生活のあらゆる場面で必要なコンピテンシーをす
べて列挙するのではなく、OECD のプログラムでは



13

ⅰ . 人生の成功や社会の発展にとって有益
ⅱ . さまざまな文脈の中でも重要な要求（課題）に対応するために必要
ⅲ . 特定の専門家ではなくすべての個人にとって重要
といった性質を持つとして選択されたものとなっている。
この 3 つのキー・コンピテンシーは、個人が深く考え、行動することの必要性を中心

に説いている。テクノロジーの変化にも言及しており、使いこなすための適応力も概念
の中には述べられている。

以上のように、教育概念が世界的に変化していることがわかる。

また、国内では、リアセックと河合塾が、社会人に必要とされる基礎力を測定するテ
ストを開発している。PROG という名称であり、2014 年から多くの実績を積んできて
いる。社会人に必要とされる基礎力とは、ジェネリックスキルと読んでおり、リテラシー
とコンピテンシーに分けられている。

[ 河合塾 HPhttps://www.kawaijuku.jp/jp/research/prog/point.html]
リテラシーとは、端的には読み書きの能力であり、情報収集力、情報分析力、課題発

見力、構想力などを指す。一方のコンピテンシーは、対課題力、対人基礎力といった行
動特性を意味するものとなっている。

AI の活用人材は、ICT のスキル、統計分析のスキル、活用のための知見といったデー
タサイエンティストに求められる 3 種のスキルが必要であるといわれている。ここに　
リテラシーとコンピテンシーの概念を適用すると、ICT と統計分析のスキルはリテラシー
に属し、活用のための知見は、コンピテンシースキルであるといえよう。

さらに、コンピテンシーによってリテラシーを向上させる可能性についても研究が進
められている [ 吉野浩司 2018]。このように考えると、AI と人間のタスクの線引きや、
活用部分の発掘などには、コンピテンシーのスキルが要求され、日本に不足している根
本的に「AI でどう変えるか」という目的に対して、コンピテンシー能力の育成が AI 教
育に求められるものといえる。

では、具体的にはどうやってコンピテンシー能力を高めるのか。
教育現場では、一例としてアクティブラーニングとよばれる体験型の学習が浸透

しつつある。自分で考え、自分で行動できるスキルを習得する方法である [ 溝上慎一
2014]。

失敗、振り返りといったプロセスも含め、行動力や実行力を養うことこそが、ビジネ
スの実践現場でも踏襲されるべきである。このことが、人材育成につながることになる
が、イノベーションのジレンマやビジネス現場では、コンピテンシー育成を実践する余
裕はないのが現実である。この現実が情報通信白書 2018 のグラフにも表れており、投
資対効果の意義や進め方がうまく行われていないことが推察される。
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（2）日本の改革方針
経済産業省の経済産業政策局による第 4 次産業革命への対応の方向性の内容に、人材・

教育が領域横断の検討課題として掲載されている。[ 経済産業政策局 2018]
環境変化の前提として、少子高齢化やグローバル化の中での第 4 次産業革命と人材・

教育について検討がされている。
また、2020 年には教育改革もスタートする。教育全体が知識、技能だけではなく、

思考力・判断力・表現力や主体性をもって協働できる能力を育成する方向に変革されて
いくことになる [ 中央教育審議会答申 2014]。

具体的には知識伝達の一方的な学習形態ではなく、能動的に書く、話す、発表するな
どのプロセスを体験する形式となっていく。SNS により短文での伝達が普及し、リアル
なコミュニケーションの欠如がますます増加していく中で、知識や技能に加えたコンピ
テンシー能力が期待されるところである。

現役で活躍中の社会人は、旧来の教育システムである偏差値教育で育てられたといっ
ても過言ではない。従って、リテラシースキルは基礎体力として保有しており、加えて
社会人経験や体験から培われたコンピテンシーの基礎体力もあるはずである。そこに AI
要素のリテラシーやコンピテンシーを教育することによって、個々の社会人は何を強み
にしていくのか、AI 時代での自分のポジションに不足しているものを見極めることが可
能になっていくと考えられる。

4. どのような人材が求められるのか
実際の適用場面では、どのようなスキルの人材が必要とされるかについて考察してみる。
適用場面も「AI の活用」といった大くくりに考えるということではなく、進め方につ

いてはリテラシー重視とコンピテンシー重視の 2 つのタスク分類ができる。

【図 3】平成 28 年版情報通信白書のポイントをもとに筆者作成
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1 つ目のリテラシー重視のタスクは、機械化の可能性が高いタスクであり、新たなア
ルゴリズムの開発によって、AI 技術に置き換えられる。その後には、ロボットに組み込
まれた完全自動化のタスクと、プロセス内に組み込まれることが可能なアプリケーショ
ンプログラムのツールに分かれる。

新たなアルゴリズムは、AI 技術として汎用化、ツール化されるはずであり、その AI ツー
ルをどう使うかというスキルが必要になるであろう。機械に置き換えられるタスクとは、
ERP 導入のアプローチに用いる導入方法論のように、既に開発された AI の技術ありき
である。これらは、API（Application Programing Interface）に用意されているもの、
RPA(Robotic Process Automation) パッケージとなっているもの、アルゴリズムが研
究として存在するものなどを指している。現状のプロセスに、AI 技術を盛り込んでプロ
セスを自動化し、人間の支援プロセスを追加するなど、チェンジマネジメントをするこ
とになる。

ERP の認定コンサルタントにもインフラのコンサルタント、業務ごとのコンサルタン
トが必要だったように、AI のツールを導入・適用するスキルが求められる。

2 つ目のコンピテンシー重視のタスクは、機械化の可能性の低いタスクと、新たに発
生するタスクである。機械にタスクを置き換えたチェンジマネジメントによって、人間
としてのタスクがクローズアップされコンピテンシー能力が求められる。そもそも、機
械化するのか、人間のタスク改善を求めた方がよいのかの線引きは、コンピテンシー能
力のあるビジネス知見をもつ現場の人間の意思決定に依存するはずである。実際にその
チェンジマネジメントはビジネスに意味があるかどうか、時間やコストのリスクを考慮
することを考えられる能力が必要である。

このようなプロセスを経て、AI がアプリケーション化することによって、人間が AI
を使いこなす社会が到来するようになると考える。平行してコンピテンシーのスキルの
高い人間を育成していくことが、新たなタスクを生み出す知的源泉となっていくのでは
ないだろうか。

5. まとめと展望
日本では、偏差値教育によって知識を重視した教育が中心に行われてきた。欧米での

ディベートやプレゼンテーションによるコミュニケーション能力の育成との差異が、日
本のイノベーションの阻害要因の一つではないかと考える。従来の教育は型にはめるこ
とに力点をおいてきた傾向だったため、クリエイティブな創造力育成には程遠かった。

イノベーションを人間のために活用する、またはビジネスでマネタイズする能力とは、
何か。

日本は製造業が 2 割、ソフトサービス業は 8 割の労働人口の分布である。
労働集約型である限り、人手不足は解消されないため生産性の効率化を求めるのは当
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然であるが、コスト対効果を考えると必ずしもそれが正解ではない場合もある。
AI によってルーティンタスクからは解放されて、そのタスクを担当していた人間は人

間にしかできない仕事をするようになる。この考え方には賛成であるし、歴史的にみて
もそれぞれの産業革命による技術の導入では同様のことが起こっていた。これが自然の
成り行きであるか、恣意的に行われるかが、まさにコンピテンシー力の発揮するところ
ではないかと考える。

機械的に行うことが可能であるが、やるべきではないこともある。経済的な観点でも
あるだろうし、社会の受容性や倫理的な問題からも、人間のための AI ということが言え
るかが疑問である。

AI の教育は、深くリテラシーを追求する研究者には高度な教育の環境整備と機会の提
供が急務である。また、教育界ともども、AI を使う側への強化として、人間力を強化で
きるコンピテンシー能力を育成する教育が必要である。

また、これからの AI 時代に対して、教育全体の重責と社会の心構えを醸成する役割も
あることを忘れてはならない。

以上
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AI ビジネス人材の確保と企業教育の推進
〔論考〕

富士通株式会社
シニアエキスパート　弓田　光正

第 1 章　深刻化するデジタルビジネス人材の不足
AI ビジネスに係る企業教育の推進状況を見る前に、まず、その背景にある我が国にお

ける労働人口および IT 人材の総量の面と、AI を含むデジタルビジネス人材に求められ
る能力の面の、2 つの面での不足の状況について確認しておきたい。

〔1〕人材の総量 － 労働人口および IT 人材の減少
　〔国内 の労働人口の減少〕

周知のとおり、我が国における少子高齢化は、労働人口全体にも大きな影響を及ぼし、
「内閣府 平成 29 年版高齢社会白書」によれば、労働人口は 2045 年には 2016 年に比
べ約 2 千万人減少すると予測されている。

これを現在の我が国の都道府県別人口に当てはめてみると、北海道、東北 6 県、さら
に北関東 3 県の人口に相当する規模である。

	 図１	 図２
[ 図１内閣府 平成 29 年版高齢社会白書をもとに作成 ] 
[ 図 2 総務省統計局人口推計 ( 平成 29 年 10 月 1 日現在 ) をもとに作成 ]

また、この約 2 千万人という数字は現在の労働人口の約 3 割にあたり、単純に当てはめ
れば 2045 年においては、現状の 7 割の人員で企業活動を担わなければならないことになる。
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厚生労働省の調査（※ 1）によれば、平成 29 年の一般労働者の月間総労働時間は
168.8 時間、うち所定外労働時間は 14.6 時間であるので、労働人口の減少分約 3 割を
所定外労働時間に換算すると約 50 時間相当となり、現状に単純に当てはめると所定外
労働時間は約 65 時間という非現実的な値となる。

　〔IT人材の需給バランスの悪化〕
一方、AI、IoT、ブロックチェーンなどの先進 IT 技術の発展を背景とした、いわゆる

第四次産業革命への対応は、企業の生き残りと成長の戦略を策定する上で不可避なファ
クターであり、IT 需要の拡大は今後も継続していくものと考えられる。

このため、IT 需要の拡大と国内の人材供給力の低下によって、IT 人材の不足は一層深
刻化していくであろう。

この深刻化の程度は、2015 年時点で既に 17 万人の不足規模となっており、2030
年にはこれが 59 万人程度まで拡大するものと予測されている（図 3）。

IT 投資は企業競争力強化の源泉であるので、それを担う IT 人材の不足が解消されな
ければ、以下のような影響をもたらす可能性がある。
・優秀な IT 人材の獲得競争の激化と IT にかかわる人件費の増加
・処遇や職場環境、働きがいなど、魅力ある企業への優秀 IT 人材の集中化
・IT 人材にとっての魅力が相対的に劣る企業においては、IT 人材の劣化または IT 投資の

停滞による企業競争力の低下
・結果として、成長企業と衰退企業の二極化と淘汰、海外企業を含めた M&A などの進行

[ 図 3　出典 経済産業省「IT 人材の最新動向と将来推計に関する調査結果報告書概要版
( 平成 28 年 6 月 10 日公表 )」より ]

※ 1：厚生労働省 毎月勤労統計調査 平成 29 年分結果確報 第 2 表 月間実労働時間及び出勤日数
	 　　https://www.mhlw.go.jp/toukei/itiran/roudou/monthly/29/29r/29r.html
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〔２〕求められる能力 － テクノロジーをビジネスに具体化できる人材
以上、労働人口および IT 人材の量という観点からその不足状況を見てきたが、その内

数である AI、IoT などの先進 IT に係るデジタルビジネス人材においても不足が深刻化
していくことは自明であろう。

そこでここでは、量的な不足の状況ではなく、不足が見込まれているデジタルビジネ
ス人材に求められている能力について見ていくこととする。

図 4 および図 5 は、経済産業省の調査結果報告書（※ 2）における「今後不足する先
端 IT 人材」と「先端 IT 人材の課題」である。

図 4 今後不足する先端 IT 人材

図 5 先端 IT 人材の課題

※ 2：図 4・図 5 出典 経済産業省「IT 人材の最新動向と将来推計に関する調査結果報告書概要版 
　　( 平成 28 年 6 月 10 日公表 )」より
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〔論考〕  AI ビジネス人材の確保と企業教育の推進

この調査において着目すべきは、単に AI、ビッグデータ、ロボット、IoT などの先端
IT についての技術者が不足するということだけでなく、これらの先端技術を自社の製品
やサービスに取り込み、「テクノロジーをビジネスへ具体化できる人材」をも含めて不足
が見込まれているという点である。

〔3〕この章のまとめ
以上、我が国における労働人口および IT 人材の総量の不足と、AI を含むデジタルビ

ジネス人材に求められる能力の面での不足について、以下の状況を見てきた。

・（量的課題） デジタルビジネス人材を含め IT 人材の不足は益々深刻化する
	 － 総量として減少していく優良人材の獲得競争が激化
	 － 人材の獲得競争における勝敗が企業の存続と成長に影響

・（質的課題） デジタルビジネス人材に求められている能力は、以下である
	 － 先進 IT を使いこなす能力
	 － 先進 IT をビジネスに具体化できる能力

このようなデジタルビジネス人材の確保における量的課題と質的課題に対して、企業
がどのように取り組んでいこうとしているのか、次章以降で見ていきたい。

第 2 章　企業における取り組み － 富士通グループを題材に
AI を含むデジタルビジネス人材の確保と育成は、企業の人材戦略の中で一体的に行わ

れるものであるが、この章では、先に述べた量的課題と質的課題の 2 つの面から富士通
グループを題材に企業の取り組みを見ていく。

量的課題については、優良人材の源泉となる人材の総量を増やし活性化するための取
り組みが必要である。具体的には、優良人材が集まる魅力ある企業風土作り、そして働
きがいのある職場環境作りと生産性向上への取り組み、すなわち、働き方改革への取り
組みが必要となる。

これらは AI ビジネスだけに限定したものではないので、本稿では簡単に概観するに止める。
一方、質的課題については、デジタルビジネスにおける IT の位置づけが従来までの既

存業務への IT 適用とは本質的に異なるということを認識した上で、必要な能力をブレー
クダウンし、教育カリキュラムに反映して企業教育を進めていかなければならない。こ
れについては、本稿のテーマであるビジネスへの AI 適用にフォーカスして考察する。

〔1〕人材の量的課題への取り組み － AI ビジネス人材を含む優良人材の確保
　〔優良人材が集まる企業風土〕　

あらゆる企業活動は人類・社会に貢献しうるものであり、また、社会から求められる存
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在でなければ企業は存続できないという考え方は、既に広く一般的なものとなっている。
その一環として、企業における CSR や SDGs（持続可能な開発目標）への取り組みがあり、

これらは企業の存続を揺るぎないものとし、また、新たなビジネスチャンスを生み出して
いくものである。

そして、そのような理念を体現し、フェアーでチャンスに溢れた企業にこそ、優良な人
材が自ずと集まるものと考える。

例えば、富士通グループにとっての CSR は、その理念・指針である「FUJITSU Way」
の実践を通じて、お客様とともに様々な社会課題の解決に取り組み、持続可能なネットワー
ク社会の発展に貢献していくことである。

SDGs については、富士通グループの成長戦略実現のためのエコシステムの要素の一つ
として位置づけ、SDGs から導き出される社会課題の解決を新たなビジネスチャンスと捉
えている。さらに、社会からの期待と要請に応えて自らを見つめ直し、持続的に成長して
いくための経営戦略のツールとしても活用している。

また、「FUJITSU Way」の実践のうち、社員に向けては図 6 のような取り組みを進め
ており、社会貢献としてはもとより、多様性ある社員のそれぞれの能力が最大限に発揮さ
れるような環境の整備を進めている。

・多様性の受容（ダイバーシティ＆インクルージョン）の全社的な推進
・グローバルな人材の採用と活躍支援

	 － 外国籍社員のサポートプロジェクト「Integr8」
	 － 外国籍社員を部下に持つ所属長向けセミナー　など

・女性社員の活躍支援
	 － 女性幹部社員の確実な輩出に向けた数値目標の設定
	 － 女性リーダー育成プログラム	 － 女性社員向けキャリアワークショップ
	 － キャリア形成支援セミナー	 － ダイバーシティメンター　など

・障がい者の雇用促進と活躍支援
	 － 障がい者社員向けダイバーシティ推進フォーラム
	 － 障がい者雇用の促進に向けた特例子会社の設立　など

図 6

その結果、これらの取り組みは、社外からも高い評価を得ている（※ 3）。

※ 3：ダイバーシティ経営企業 100 選に選定（経済産業省 2013 年度）
	 プラチナくるみん認定（厚生労働大臣 2015 年度）
	 なでしこ銘柄に選定（経済産業省および東京証券取引所 2015 年度）
	 えるぼし (3 段階目 ) 認定（厚生労働大臣 2016 年度）
	 PRIDE 指標ゴールド表彰（任意団体 work with Pride 2016 年度・2017 年度）
	 ｢女性が働きやすい会社｣ ベスト 100 第 1 位（東洋経済 2017 年 8 月）
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〔論考〕  AI ビジネス人材の確保と企業教育の推進

　〔働き方改革〕　
富士通グループでは、グローバル競争力の強化や社員のワークライフバランスの向上

などを狙いとして、2010 年から「働き方改革」の取り組みを進めている（図 7）。

図 7

これまでの富士通での取り組みは、総務省による平成 29 年度「テレワーク先駆者百選」
に選定され、また、日本テレワーク協会「第 18 回テレワーク推進賞・テレワーク実践部門」
優秀賞を受賞するなど、高い評価を得てきた。

そして、現在は、これまでの長年の試行錯誤を経た実践知と ICT・ファシリティをベー
スとして「働き方改革のソリューション」としてお客様に提供している。

富士通は、働き方改革には「制度・ルール」「ICT・ファシリティ」「意識改革」の 3
つの要素が必要であると考え「三位一体の取り組み」で働き方改革を実行している。

まず「制度・ルール」については、時間や場所とらわれず、そして従業員一人ひとり
の事情に合わせて、柔軟で最適な働き方を選択できるよう整備している。

同時に、それらを実現するための ICT 環境や、サテライトオフィスなどのファシリティ
を社員に提供している。

そして、従業員一人ひとりが「働き方改革」を自分のこととして捉え、自律的で自発
的な「改革」が進むよう、現場起点の改革プロジェクトを促進している。

また、女性の幸せにフォーカスした働き方や営業プロセスの改革、自分らしく幸せを
感じる働き方ができるチームワークの醸成など、様々なテーマでのワークショップを展
開し、社員自らが働き方改革のデザインに参画できる機会を設けている。

〔まとめ － 人材の量的課題への取り組み〕　
このような魅力ある企業風土作りや働き方改革は、各々の施策としての成果の一方で、
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人材の量的課題への対策の面でも奏功していると思われ、例えば IT 業界新卒就職人気企
業ランキングにおいて、富士通は常に上位に位置している（※ 4）。

・人材の量的課題の深刻化に向けて、人材の獲得競争は既に始まっている
・これまで別個の施策として進行してきた CSR や SDGs、働き方改革などの取り組

みを優良人材の確保と活性化の面からも捉え、人材獲得競争における優位性を高
めるべき

	 － グローバル人材
	 －　女性の活躍
	 －　障がい者

〔2〕人材の質的課題への取り組み － AI ビジネス人材の企業教育
ここからは、第 1 章で述べた企業が求めるデジタルビジネス人材のうち、ビジネスへ

の AI 適用に必要な人材、すなわち AI ビジネス人材にフォーカスして、その育成のため
に必要な企業教育について富士通を題材に見ていく。

（1）ビジネスへの AI 適用に求められる人材と能力
まず、AI ビジネス人材を育成していく前提として、AI のビジネス適用にはどのよう

な特徴があり、そこでどのような人材と能力が必要とされているのかについて確認して
おく。

　〔ビジネスへの AI 適用の２つのモード〕　
ビジネスへの AI 適用には２つのモードがあり、一つは、これまで存在した市場の商品

やサービスに AI を適用して新たな価値を創出する、もしくは、これまでになかった新
たなビジネスモデルの実現のために AI を適用して価値を創出する、というモードである。
本稿では、このモードの AI 適用を「価値創造型 AI 適用」（モード V）としておく。

例えば、このモードに該当する商品やサービスには、以下のようなものがある。

	 ・掃除機＋ AI ＝ロボット掃除機
	 ・Web サービス＋ AI ＝スマートスピーカー（AI スピーカー）
	 ・新ビジネスモデル＋ AI ＝ UBER、Airbnb　など

※ 4：日経コンピュータ 楽天みんなの就職活動日記 共同調査
	 ・2017 年卒 IT メーカー部門 第 1 位、総合 3 位
	 ・2018 年卒 IT メーカー部門 第 1 位、総合 2 位
	 ・2019 年卒 IT メーカー部門 第 1 位、総合 2 位
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〔論考〕  AI ビジネス人材の確保と企業教育の推進

もう一つは、既存のビジネスや業務に AI を適用して、効率化、高度化を図る、もしくは、
なんらかのリスクを軽減・回避するというモードである。本稿では、このモードの AI 適
用を「課題対処型 AI 適用」（モード T）としておく。

例えば、このモードに該当する既存のビジネスや業務には、以下のようなものがある。

	 ・コールセンター
	 ・生産ラインにおける外観品質検査
	 ・需要予測　など

　〔価値創造型 AI 適用人材に必要な能力〕　
「価値創造型 AI 適用」を実現するためには、AI で何がどこまで実現できるのかといっ
たテクノロジーの可能性を理解しつつ新たな商品やビジネスモデルを発想しデザインで
きる人材と、そのデザインを実現しビジネスの果実を最短で手に入れるための戦略を具
体化し遂行することができる手腕のある人材が必要である。

「価値創造型 AI 適用」においては、おおよそ図 7 の左側同心円の外側から内側へ向け
て AI 適用が具体化されていく。

なお、この同心円に対応する各能力は、その能力が必要とされる役割の人材ごとに明
確に境界があるものではなく、その役割ごとにグラデーションのように能力の濃淡はあ
りながらも、AI 適用に携わる人材全てに具備されるべきものと考える。

図 7
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イノベーションをビジョンや戦略として示し、それをビジネスモデルとして具体化し
戦略を遂行していくためには、必要なヒト・モノ・カネを調達し、プロジェクトの遂行
の過程で生じる様々な課題を突破していかなければならない。

この時に必要とされる能力は、複雑に絡み合った利害関係者やプロジェクトメンバー
の内面に丁寧向き合って信頼関係を構築し、皆が成功に向けて進むべきベクトルを合わ
せていくオーケストレーションを可能とする能力であり、また、それによって引き出さ
れた利害関係者の英知を共有・活用する状態にすることでビジネスの実践シナリオの精
度と成果創出の実現可能性を飛躍的に高めていく能力である。このような能力は「コン
ダクター・シップ」「広義のファシリテーション」などとも呼ばれるが（主要参考文献
#7）、本稿では「イノベーター・マインド」と呼ぶ。

新ビジネスのオーナーは、そのビジネスの全体を統括する立場でイノベーター・マイ
ンドを発揮し、また、プロジェクトを構成するチームのリーダーやメンバーは各々の立
場でイノベーター・マインドを発揮していくことが求められる。

例えば、アジャイル開発チームにおいては、ビジネスの利害関係者に対してはプロダ
クトオーナーが、開発メンバーや開発作業における利害関係者に対してはスクラムマス
ターがイノベーター・マインドを発揮していかなければならない。

さらに、「価値創造型 AI 適用」を進めていくためには、新たな提供価値やビジネスモ
デルの創出にプロトタイピングを軸にアプローチしていく「デザイン思考」（※ 5）、真

※ 5 補足：「デザイン思考」の課題への対応（主要参考文献 #5 より）

デザイン思考は、論理的・客観的には導きだせないユーザーのニーズやイノベーティブなアイデアなどの導
出には有効だが、以下のような欠点もあるとされている。

・出てきたアイデアを信頼性が高くビジネスとしても成り立つ確実なアイデアに仕上げるという面では不十分
・アメリカ発の思考法であり、思考の傾向の異なる日本人やアジア人には違和感がある場合もある

このため、「デザイン思考」だけでなく「システム思考」を組み合わせてイノベーションを進めようという
考え方がある。

「システム思考」とは、対象をシステミック（俯瞰的）かつシステマティック（系統的）に捉え、多視点か
ら構造化し、可視化するアプローチである。また、客観的・論理的に思考し、計画的にデザインを行い、評価・
検証を実施する。 

【“システム×デザイン”思考】
多様な参加者の視点と観点から、対象に対して質的なアプローチを行い、そこから得られたものを構造化す
ることで更に俯瞰的な理解を得る。
・協創によって多様な参加者が自由な発想や創造を行い、それらを構造的に理解することで、その構造をきっ

かけに新しい発想や創造を行う。
・ある視点から検討の対象を構造化して可視化し、それに対して元の視点に囚われない多様な視点と観点か

ら更なる創造を行う。
・ユーザーと一緒に創造する過程（プロトタイプを用いたテスト、インタビューなど）で、できるだけ多く

の視点と観点から率直な声を集めるために、集めたユーザーの声を構造化し、更なるユーザーとの創造プ
ロセスを検討する。

・対象について様々な構造化と可視化を行い、それらを多様な参加者の多視点を活かして検討し複数の構造
間の新たな関係を理解する、創造する。
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にお客様が求める機能だけを必要最低限なものから短期間で順次提供しビジネスの変化
にソフトウェアを俊敏に対応させていく「アジャイル開発」、AI テクノロジーの選択と
実装のための「データサイエンス」などの能力が求められる。

　〔課題対処型 AI 適用人材に必要な能力〕　
一方、「課題対処型 AI 適用」を実現するためには、対処すべき課題の本質をしっかり

と理解できる業務知識や業務理解力が求められる。
その上で、その課題への対処手段として AI が最善の選択であるのか、またどのような

AI が対処手段として有効であるか、課題と利用シーンに合致した最適なテクノロジーの
選択が可能な人材が必要となる。

さらに、このモードでは、目の前にある課題への直接の対処のみならず、それを包含
する業務やビジネス全体を革新するデザイン力、あるいは、課題対処型 AI 適用によって
収集できるようになった新たなデータや知見を価値創造型 AI 適用へトランスフォーメー
ションするデザイン力が求められる。

「課題対処型 AI 適用」においては、おおよそ図 7 の左側同心円の内側から外側へ向け
て AI 適用が具体化されていく。

ただし、イノベーター・マインドについては、「価値創造型 AI 適用」の場合と同様に、
プロジェクト内の様々な立場で各々がイノベーター・マインドを発揮していくことが求
められることに変わりはない。

実際の課題対処型の AI 適用は、現在の国内ビジネスにおいては、以下の２点を起点に
検討がスタートすることが多い。

	 ・現場担当者が直面していて今まで取り残されてきた課題への打開策
	 ・AI の有効性に着目した経営上層部からのトップダウンでの現場への適用指示

前者においては、目の前にある課題を AI によって対処できうるものか否か、言い換え
れば、その現場部門としての取り組みとして、求めている AI が実現可能か否かというテ
クノロジーの検討からのスタートすることが一般的である。

後者の場合は、トップダウンで指示を受けた推進部門や現場部門が AI の適用効果が
期待される業務や課題を自社内から探す、言い換えれば、トップダウンで指示を受けた
部門の取り組みとして、業務や課題と AI テクノロジーとのマッチングの検討からスター
トすることが一般的である。

このような AI 適用の検討開始の起点や推進体制の違いは AI 適用の具体化までの意思
決定プロセスや利害関係者との調整プロセスに影響をもたらすが、AI 適用検討の初期の
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段階では、いずれの場合でも AI 適用の対象候補となっている業務や課題に対して、以下
の判断が可能な能力が必要となる。

① AI による対処が最適か、AI 以外に最適な対処方法はないか？
	 →　総合的な IT への知見による判断能力

② AI が最適な選択肢であれば、どのようなテクノロジーを選択すべきか？
	 →　データサイエンスによる判断能力

③ AI に必要なデータは現実の業務の中で収集・学習が可能か？
	 →　業務知識による判断能力

①の「総合的な IT への知見」を有した人材が欠如したまま AI 適用を進めてしまうと、
ともすれば AI ありきの検討となってしまい、他の IT による対処を選択した方がより高
い効果が得られた可能性があったのにも関わらず、そのような見えざる損失が生じてい
ることに気が付かない状態になってしまう可能性がある。

また、③の「業務知識」が欠如していると、学習すべき特徴量の見落としや、本稼働
後の実業務の段階でデータ収集と AI モデルの最適化の継続的なサイクルがうまく回らな
い、既存 IT システムとのデータ連携や UI の統合が不十分で運用負荷や利便性の問題が
生じるなど、運用上の不具合が生じる可能性がある。

本来であれば「課題対処型 AI 適用」であっても「価値創造型 AI 適用」と同様に図 7
の同心円の外側から AI 適用の検討が戦略的に行われるべきなのだが、実際には、このよ
うなテクノロジー面の初期の実現可能性の検討を経てから、全社的な推進体制・運用体
制と費用対効果の検討に進むケースが少なくない。

全社的な推進の検討段階まで進むと、ヒト・モノ・カネ・情報について利害関係者や
意思決定者との調整が必要になるが、従来の IT 利活用と同じ評価軸で AI の費用対効果
を見てしまうと、短期的な AI 適用の費用や運用負荷だけが浮き彫りになり、対処しよう
としている本質的な課題が議論されないまま AI 適用が頓挫してしまうケースが散見され
る。いわゆる「PoC（＝ Proof of Concept 概念実証）止まり」の現象である。
「PoC 止まり」は、残予算を使用した場当たり的な技術検証など、様々な背景で生じて
いるが、このような費用対効果の評価軸の齟齬が要因となっている場合も散見される。

課題対処型 AI 適用を行う対象である業務やビジネスは、そこに課題はありながらも今
まで何とかやれてきた領域であり、その課題の本質を経営リスクから評価して戦略的に
対処しようという AI 適用への投資判断がなされなければ、その課題は現場部門の中で解
決すべき局所的なものとして先送りされてしまうためである。

この結果、AI 適用検討を起点とした業務改革のチャンスを生かせないまま、中長期的
な経営リスクを内在し続けてしまう可能性がある。
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このような状況に陥ることなく課題の本質に対処していくためには、既存の業務やビ
ジネスおいても、中長期的な戦略からのビジネス革新に向けて AI 適用をデザインできる
人材が求められる。

このような人材が具備する能力とは以下のようなものである。

・目の前にある課題への直接の対処だけでなく、それを包含する業務やビジネス全体
の革新までを俯瞰して改革をデザインできる能力

・「課題対処型 AI 適用」から得られる新たなデータや知見をベースに「価値創造型 AI
適用」へのトランスフォーメーションをデザインできる能力（図 8）

なお、このようなデジタル革新をデザインし推進する部門のリーダーやメンバーにも、
「価値創造型 AI 適用」の場合と同様に、「イノベーター・マインド」が同時に求められる。

図 8

　〔参考 ： AI 適用プロセスとの関係〕　
図 9 は、図 7 の「ビジネスへの AI 適用の概念」を AI 適用のプロセスに落とし込んだ

概観図である。これまで説明してきた能力を有する人材とチームが取り組むべき具体的
な作業プロセスの例として参考まで記載しておく。

なお、AI 適用を推進するにあたって、自社内のリソースに不足があるお客様に向けて、
富士通グループとして提供している支援メニューのうち代表的もの幾つかを図 9 の下段
に記載したので、あわせて参考として頂ければ幸いである。
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図 9

また、図 10 は AI 適用の検討段階において点検すべき事項を整理したワークシートで
ある。筆者の AI ビジネス研修の受講者を対象にシートの使用法を含めて提供しているも
のだが、同シートの利用を希望される場合は筆者までご連絡いただきたい。

図 10
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（2）富士通グループにおける取り組み
これまで述べてきたようなビジネスへの AI 適用に必要な人材を育成するには、体系的

な企業教育と実務を通じた人材育成が必要であるが、本稿では企業教育にフォーカスし
て、実際の企業においてはどのように取り組まれているのかについて、富士通グループ
を題材に説明していく。

　〔デジタルイノベーター〕　
富士通はお客様と共にデジタル革新プロジェクトを推進する「デジタルイノベーター」

という職種を 2017 年に新設した。2020 年までに 1200 人を育成する計画であり、こ
こまで説明してきた AI ビジネス人材もこの中に含まれている。

デジタルイノベーターは「プロデューサー」「デザイナー」「デベロッパー」の 3 者に
よるチームでクライアントの強みと富士通の技術を掛け合わせたシステム開発を行って
いく（図 11）。

「プロデューサー」は、クライアントとコミュニケーションをしながらプロジェクト全
体を統括する。
「デザイナー」は、新たなビジネスやサービスのアイデアを考え、能動的に提案して、
お客様と共に企画を具体化していく。
「デベロッパー」は、アイデアをすぐにプロトタイプに落とし込み、現場のフィードバッ
クを反映しながらサービスを完成させる。

図 11
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富士通のデジタルイノベーター育成プログラム「デジタルブートキャンプ」は、1.5
カ月の集合研修と 4.5 カ月の OJT（オン・ザ・ジョブ・トレーニング）の合計半年間の
プログラムである（図 12）

2017 年 7 月から第 1 期を開始し第 3 期生が修了した 2018 年 6 月時点では累計約
200 名のデジタルイノベーターが誕生し実ビジネスで順次活躍を始めている。

1.5 カ月の集合研修は全 41 講座で構成する。割合はテクノロジー関連が 4 割、ビジ
ネス関連が 4 割、デザイン関連が 3 割。技術だけではなく、新しいサービスを生み出す
ために必要な、ビジネスとデザインの知識を習得させる（図 13）。講師には、富士通グルー
プで新事業を手掛けた先輩 SE や役員のほか、外部の事業家や IT 業界のアナリストなど
を招き、外部の話を直接聞かせることで受講者の視座を高めている。

また、講座は座学だけではなく、アイデアソンを経験させたり、受講生各人が考えた
サービスの PoC を実施したりといった実践的な演習も多くあり、全 41 講座のうち 4 割
の時間を占めている。

図 12
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図 13

集合研修を終えると、さらに実践的な 4.5 カ月の OJT 期間に移行する（図 14）。一
般的な OJT では自社の事業部門に配属するケースが多いが、デジタルブートキャンプ
では外部のベンチャーなどにも出向させ、ベンチャーがどのようなスピード感でどんな
仕事をしているかを肌感覚で身に付けさせる。

一例を挙げると、第 1 期では家事代行のシェアリングサービスを手掛けるベンチャー
のタスカジに受講生を出向させた。

また、一般社団法人 Code for Japan が手掛ける「コーポレートフェローシップ」と
いう枠組みを活用して、兵庫県神戸市、福井県鯖江市、神奈川県鎌倉市といった自治体
にも、OJT の一貫で受講生を送り込んでいる。コーポレートフェローシップは企業の従
業員が期間限定で自治体に出向し、自治体職員として地域の課題解決を進めるというも
のであり、他社も参加している。例えば、神戸市にはヤフーも人を出しており、他社の
人材と一緒にプロジェクトを進めることは、イノベーター・マインドを醸成するための
良い刺激となっている。

OJT 期間中は「50％ルール」を設け、就業時間の 50％を配属先の職務以外で受講生
が取り組みたい作業に割り当てられる。デジタルブートキャンプでは、職務以外の活動
を「ポートフォリオワーク」と呼び、受講生同士や社外のメンバーと共に新しいサービ
スを開発するといった取り組みを研修の一環として進めている。
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図 14

　〔アジャイル人材〕
富士通では、リーンスタートアップとエクストリーム・プログラミング（XP）をベー

スにしたメソドロジーを習得したアジャイル人材の育成に Pivotal のアジャイル開発人
材育成サービス「Pivotal Labs」を活用している。

Pivotal Labs では、企業からの参加者は Pivotal のアジャイル開発チームと一緒にソ
フトウェア開発を行うことでアジャイル開発のスキルを体得する。

富士通では、お客様の価値創出に共に取り組むため、この Pivotal Labs のエッセンス
を取り込んだ「富士通アジャイルラボ（仮称）」を 2018 年下期に設立し、SoE（Systems 
of Engagement）領域だけでなくSoR（Systems of Record）領域も含めた両輪で支援する。

富士通アジャイルラボでは、シリコンバレー流の開発スタイルを採用し、Pivotal の
方法論を活用しながら、リーンスタートアップやアジャイル開発の進め方を体得できる。

　〔富士通デジタルビジネスカレッジ〕
富士通は、デジタル技術とビジネスのノウハウを融合しお客様とともに業種の垣根を

越えて新たな価値を共創する「Digital Co-creation」を推進しているが、お客様におけ
るデジタルビジネス人材の育成は、この取り組みの中でも重要なテーマの一つである。

このため、AI を含め、デジタル革新を進めるための人材育成を必要とするお客様に向
けて、「富士通デジタルビジネスカレッジ」を提供している。

デジタル時代の新たなビジネスモデルの創造には、従来の枠を超えた多様なつながり
が重要であり、それはビジネスの成功や社会に役立つ成果を生み出すイノベーター・マ
インドのベースとなる。
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富士通デジタルビジネスカレッジでは、デジタル化の悩みを共有できる仲間、すなわ
ち業種・業界の壁を超えたネットワークを活用することができ、多様なつながりを促し、
イノベーター・マインドを醸成していく。

なお、学びのインフラとしては、富士通がこれまでに蓄積したデジタルビジネスの先
進的なナレッジやノウハウ、ICT インフラ、浜松町にあるデジタルトランスフォーメー
ションセンターをはじめとする最新鋭の施設など、富士通が持つ最高レベルのリソース
を最大限に活用できる。

図 15

富士通デジタルビジネスカレッジでは、図 15 のような人材像を設定し、デジタル戦
略の鍵を握る人材の育成のために以下の 4 つのコースを提供している。

①「デジタル戦略」コース：デジタルビジネスイノベーターを育成（部門長が対象）
②「デザイン思考」コース：新たなビジネスを共創するイノベーターを育成（実務者）
③「AI・Analytics」コース：AI・データ分析を活用するイノベーターを育成（実務者）
④「Security」コース：Cybersecurity CSIRT コマンダーを育成（実務者）

2018 年度における各コースの概要は以下のとおりである。なお、これらの人材像や教育
コースは、ビジネス環境やテクノロジー動向、お客様ニーズ等を踏まえ随時見直している。

①「デジタル戦略」コース（図 16）・・・研修期間 4 ヶ月
Disruptive technology（破壊的技術）によって世界がイノベーションの転換点を迎

えている中で、既存のプレイヤーだけではなく、世界のベンチャーにも目を向け、デジ
タルビジネスを捉え、考えることが求められている。

最先端のデジタルビジネスに触れることで、自社ビジネスの延長ではなく、10 年後・
20 年後の社会変化を洞察した上でのビジネスビジョンを描き、その実現に向けたデジ
タルビジネスイノベーションマインドの醸成を図る。
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さらにデジタルトランスフォーメーションをリードするための視点を持ち、単にト
レーニングで終わらず、実際の自社ビジネス・自組織への展開を検討する。

特に、本コース内の米国での海外ワークショップ研修では、イノベーションの
中心である米国シリコンバレーでお客様をはじめ先進的なスタートアップやベン
チャーキャピタル、大学・研究機関と新しいビジネス創出・拡大を目指す「Open 
Innovation Gateway - Powered by FUJITSU」において、世界的なイノベーター
や実務家とのワークショップなどを実施し、イノベーター・マインドの醸成に大きな
効果を上げている。

図 16

②「デザイン思考」コース（図 17）・・・研修期間 6 ヶ月
国内や企業内に閉じていては、新しい価値を創出することはもはやできない。また、

企業内に閉じた発想や人材ではなく、グローバル社会の中で生き抜くためには、より大
胆でオープンな人材が必要とされてきている。そのような中、「イノベーションをデザイ
ンするためには、どのような思考が求められるのか？」。

本コースでは、スタンフォード大学 d.school に代表される世界中のビジネスパーソ
ンが学んでいる最先端のイノベーションのための思考法を学んでいく。

より社会を良くするためのオープンイノベーションを実現するために欠かせないマ
インドや思考・視点を様々な業界のリーダーたちとの実践、富士通の先端技術とデザ
イナーのデザインノウハウによって、社会や人を中心に考えるオープンなイノベーショ
ンのためのリーダーシップやイントレプレナーシップ（社内起業家精神）を育むコー
スである。
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図 17

③「AI・Analytics」コース（図 18）・・・研修期間 6 ヶ月
デジタルビジネスにおけるイノベーションでは、各種データ分析アプローチを駆使し、

あらゆるデータから価値を引き出し、ビジネスに結び付けていくことが求められる。
その一方で、近年、業界・企業が保有するデータは種類も量も加速度的に増加しており、

業界・企業を超えたデータ活用によるオープンイノベーションへの期待が高まる中、デー
タ戦略の立案・活用ができる人材の不足が喫緊の課題となっている。

今やデータ利活用のスキルは、ビジネスを推進する上で欠かせないスキルであり、本
コースでは、トラディショナルな統計解析手法と、富士通が 30 年以上にわたり培って
きた AI 技術などの最新のデータ分析アプローチを適用し、業務改革、新規ビジネス創出
を推進する力を身に付けることができる。

図 18
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④「Security」コース（図 19）・・・研修期間 6 ヶ月
本コースでは、組織のセキュリティインシデントを全体統括する役割である CSIRT の

コマンダーを目指すリーダークラスの実務者を対象に、セキュリティトレンド、今後の
動向を予測する「サイバーインテリジェンス」を学び、さらに、サイバー攻撃とそのイ
ンシデント対応について最先端の訓練環境で実践的に学習する。

図 19

　〔富士通ラーニングメディア〕
富士通ラーニングメディアは、お客様向けの人材育成サービスの提供の他、富士通グルー

プ社員への教育実施部門として、年間 8 万人以上の ICT 人材育成の実績がある国内最大
規模の人材育成会社であり、幅広い分野をカバーする豊富な教育コースを提供している。

この中で、デジタルビジネスを担う人材の育成に向けて、経済産業省「第四次産業革
命スキル習得講座認定制度」の経産大臣認定講座や「日本ディープラーニング協会」認
定講座なども含め、充実したコースラインナップを提供している。

これらの提供コースは多岐に渡るので、詳細は富士通ラーニングメディアの公開ホー
ムページ（※ 6）より確認されたい。

※ 6：富士通ラーニングメディア
http://www.knowledgewing.com	
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＜参考：デジタルビジネス人材育成に関連する主な講座数＞
AI 21 DevOps 12
データサイエンス 14 REST-API 8
ビッグデータ /BI 7 クラウドコンピューティング 31
IoT 6 ビジネスプロデュース 33
ブロックチェーン 2 マインド 9
アジャイル開発 8 サイバー攻撃対策 14

その他、多数
図 20

なお、先の富士通デジタルビジネスカレッジの各コースは、デジタルビジネス人材の
育成に必要な講座や実習・演習をオールインワンにして提供し、4 ヶ月から 6 ヶ月の
期間で集中的に人材育成を図っていくものであるが、富士通ラーニングメディアの提供
コースはお客様が必要としている内容について、開催日ごとに個別に選択が可能である。

（3）人材の質的課題への取り組み
AI を含むデジタルビジネス人材に求められる能力とスキルは、プロジェクトでの役割

によって異なるが、その能力が必要とされる役割の人材ごとに明確に境界があるもので
はなく、その役割ごとにグラデーションのように濃淡はありながらも、AI 適用に携わる
人材全てに具備されるべきものである。

そして、それらの能力とスキルは、一般的な座学教育や教室内での演習では限られた
範囲しか習得できないため、実践的なトレーニングと知見ある経験者からのフィード
バック、知見者からの刺激や気付きを得られる場、切磋琢磨しながら成長の喜びを分か
ち合うコミュニティなどと組み合わせながら、マインドセットの上に積み上げていくよ
うな教育プログラムを構成する必要がある。

・デジタルビジネス人材に求められる能力とスキルはグラデーション
・マインドセットの上に座学や演習と実践的なトレーニングを積み上げる
・知見者や経験者、トレーナー、トレーニーなど多様な関係者から刺激を受けなが

ら多くの気付きを得られ、実務でのコラボレーションに繋がる場やコミュニティ
が重要

・富士通においては、これらを以下のようなプログラムとして提供している
	 － 社内：デジタルブートキャンプ
	 － 社外：富士通デジタルビジネスカレッジ
	 － 共通：富士通ラーニングメディア
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第３章　“即活躍”人材という視座からの提言
デジタルビジネス人材不足の背景にある少子高齢化の進行は、日本人のこれからの生

きがい・働きがいにも影響を与えるものと考えられる。
したがって、企業のニーズに合致したデジタルビジネス人材を安定して確保・育成し

ていくためには、このような日本人の価値観の変化も踏まえ、若者や企業人、企業 OB
のそれぞれの生きがいと齟齬のない施策を講じるべきであろう。

そこで、このような個々人の「生きがい」から人材を捉えた「即活躍人材」という視
座から、今後の人材育成への提言のコンセプトを紹介して本稿を終えたい。

なお、ここでの内容は、後述の『 [ 参考情報 ] 企業を越えた取り組み － 産学官連携』
にて紹介している、以下のような産学官連携や閣議決定された「未来投資戦略 2018」
での実行計画を念頭において記述しているので、必要に応じて、この [ 参考情報 ] の章
をご参照いただきたい。

・北海道大学「数理・データサイエンス教育研究センター」
・大学学部生を対象とした実践的な教育ネットワーク (enPiT)
・社会で活躍する現役 IT 技術者等を対象とした実践的な教育ネットワーク (enPiT-Pro)
・超スマート社会の実現に向けたデータサイエンティスト育成事業

　〔即活躍人材とは － 希
こい

い
ねがい

望まれながら活躍できる人材〕
「希望ある人生」の中で働くことに「生きがい」を感じながら、いわばフローな状態（※ 10） 
にある感覚を「活躍感」と筆者は呼んでいる。

そして、そのような活躍感に到達できるスキルとマインドセットを有し、企業や団体
から希い望まれる人材を「即活躍人材」と呼んでいる。希望ある職業・職場で生きがい
を感じながら活躍する人材である。

言い換えれば「即活躍人材」とは、「働くことから得られる個々人の生きがい」を起点
とした人材の捉え方である。

人それぞれの活躍感が得られる一人一人の「生きがい」がまず先にあり、その人材が
強みとして持つ能力・スキルとマインドセットを前提に、その生きがいに合致した職種
や職場、働き方を提供できる企業をマッチングすることで、その人材は最短距離で「活
躍感」というフローな状態に到達し、その結果、所属する企業においては最高のパフォー

※ 10：フロー状態とは、目的に向けて非常に前向きかつ活発に活動でき、生産性が高い状態のこと 
（主要参考文献 #7）

	 スポーツ選手の経験する「ゾーンに入る」（何もかもがうまくいく）という現象もまたフロー状
態の一例である（Wikipedia「フロー ( 心理学 )」より）
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マンスを発揮するという順序性がある。
これに類する言葉としては「即戦力人材」があるが、これは企業が欲する労働力を起

点としたものであり、個々人の生きがいについては雇用後に人事制度や福利厚生などの
施策によって後付けで擦り合わせていくという順序性のニュアンスが強い。

　〔即活躍人材を育むための取り組み〕
「即活躍人材」は、当然ながら予め働くということに自己の生きがいを見出せていなけ
ればならないから、このような人材を育むには、以下の取り組みが必要となる。

①学生においては、学んだ理論や技術を実際の企業でのビジネスで実践することによっ
て実務能力として強化することは勿論、その実践を通じて知り得た職種や企業人との
交流などから、プロフェッショナルとして働くことと生きがいのリンクを見出し、自
己の「活躍へのビジョンを形成」し、自己に最適な「活躍できる場を選択」できる判
断力を獲得する

②企業人においては、「活躍の場の移動」のためのリカレント教育による学び直しを行い、
生まれ変わったプロフェッショナルとして自己の「活躍へのビジョンを再定義」する

③企業 OB においては、自己の「活躍へのビジョンを再認識」し、マインドセットをリセッ
トした上で、個人の保有するプロフェッショナルな能力とスキルを以て「活躍できる
場へ再デビュー」する

このうち、①と②については、後述の『 [ 参考情報 ] 企業を越えた取り組み － 産学
官連携』で紹介している連携スキームにおいて、学生や企業人の「生きがい・働きがい」
と企業の「組織価値観・働き方」の相互理解が行われるような運用が図られれば、対応
されうるものであろう。

一方、③の企業 OB の「即活躍人材」化への取り組みについては、ハローワークでの
再就職支援や企業における定年延長などの制度面での支援は整備されつつあるものの、
人材としての具体的な活用については、今のところは個々の企業や個人での取り組みの
レベルにある。

少子高齢化と 64 才以下の労働人口の減少の中、プロフェッショナルなスキルを有し働く
ことに生きがいを感じ続けたいという意欲のある企業 OB は、貴重な人材源の一つであるか
ら、この③の取り組みは企業を越えてスケールすべきテーマであると筆者は考えている。

　〔即活躍人材を具体化するための提言〕
即活躍人材を育むためには、学生、企業人のデジタルビジネス人材教育や企業 OB の

再活躍をそれぞれ並行して進めるのではなく、この３者を融合して、多様性のある価値
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観の中で互いに刺激を受けながら人材を育成していくことが重要と考える。
「活躍感」を体感し「活躍へのビジョン」が明確化されていくためには、多様性のある
人材が集まる場で多くの刺激を受けながら、他者との関わりの中で、自己と他者の互い
の個性と存在意義を肯定的に受け入れられる環境が必要なためである。

図 27

そこで、筆者は、図 27 のような、学生・リカレント教育中の企業人・企業 OB の 3
者が参加した産学官連携によるプロジェクト型の学びの場を提言している（※ 11）。

このプロジェクト型の学びの場では、プロジェクトの遂行の過程で必要な知識やスキ
ルが弱いと判断された分野に対して、ジャスト・イン・タイムで追加教育や指導を行う
ようなフォロー体制を整備しておくことが重要である。

これによって、学びへの欲求が高い状態にあるメンバーにタイムラグなく学びの機会
を提供でき、また、即座にそれを実践することで知識やスキルを体得することができる
ため、いち早く「活躍感」のある状態に到達できる可能性が高まると考えている。

　〔今後に向けて〕
このような産学官連携によるプロジェクト型の学びの場を具体化していくためには、

プロジェクトの活動原資をどのように手当てし、また、プロジェクトの成果をどのよう
に扱い、マネタイズに繋げていくのか、参加する企業・団体や大学をどう募るのか等、
多くの課題に取り組んでいかなければならない。

引き続き、知見ある方々やコンソーシアム、NPO 法人、企業、団体など、多くの皆様か
らご助言・ご支援を頂きながら、この提言をかたちにしていきたい。

なお、この提言にご賛同頂いている団体の一つである NPO 法人 INF（全国異業種グルー
プネットワークフォーラム）では、同法人の「イキガイ・ブロックチェーン事業構想」の具

※ 11：このアイデアは、フィンランドのオウル応用大学の「ビジネス・キッチン」における「DEMOLA 
OULU」がヒントになっている
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体化と連携して「即活躍人材育成のスケール化」に取り組んでいくことで合意を頂いている。
機会があれば、この構想の内容についても別途ご紹介していきたい。

[ 参考情報 ] 企業を越えた取り組み － 産学官連携
第一章で述べた我が国におけるデジタルビジネス人材の不足への取り組みは、企業を

越えて、政府・地域・各種団体にも広がっている。
企業教育を推進していく上で、こういった企業を越えた取り組みとの連携も視野に入

れておくべきと考える。
そこで、この章では国家戦略として進められている産学官連携での AI を含むデジタル

ビジネス人材育成の取り組みについて概略を紹介しておく。

　〔産学官連携での取り組み〕
我が国経済の再生に向けて、必要な経済対策の実施や成長戦略の実現のための司令塔

として設置された日本経済再生本部の下、「未来への投資」の拡大に向けた成長戦略と構
造改革の加速化について審議するため、未来投資会議が開催されている。

この未来投資会議の中で開催されている『「企業関連制度・産業構造改革・イノベーショ
ン」会合（雇用・人材）2018 年 4 月 4 日（第 5 回）』において、AI 人材育成の取り組
みについて、関係省から報告されているので概要を紹介する（主要参考文献 #11）。

まず、「未来投資戦略 2017」での提唱（図 21）に沿って、基礎体力として理数・IT
教育の強化を中心とした「教育改革」（サプライサイド）とともに、産業界における「人
材育成・活用改革」（デマンドサイト）の両輪で、第四次産業革命の下で求められる人材（図
22）の育成を強力に推進するとしている。

図 21
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図 22

我が国における戦略として、これらをどのように具体化し推進していくかについては、
閣議決定された「未来投資戦略 2018」を含め、日本経済再生本部の Web サイト（※ 7）
に情報が公開されているので参照されたい。

また、この中で、既に実施されていて今後の取り組みの先駈けとなる事例が幾つか報
告されているので、要点を共有しておきたい（図 23、図 24、図 25、図 26）。

詳細は「主要参考文献 #11」を参照されたい。

①北海道大学 「数理・データサイエンス教育研究センター」
研究の最先端にいる北大内外の研究者からの

実データや企業から提示された課題をもとに教材
データセットを構築し、これらを MOOC（※ 8）
や通信教育で発信することで社会人に対する学び
の機会を提供する

  
図 23			 

※ 7：日本経済再生本部 https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/
※ 8：MOOC：Massive Open Online Course
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②大学学部生を対象とした、大阪大学など 23 大学と 40 企業の実践的な教育ネット
ワーク (enPiT) ※ 9

実際の課題に基づく課題解決型学習などの実践
的な教育を行うことにより、ビッグデータ、AI、ク
ラウドなどの技術を用いて、新しいビジネスや価値
創出など社会の具体的な課題を解決できる質の高
い情報技術人材を育成する

  
図 24			 

③社会で活躍する現役IT技術者等を対象とした、実践的な教育ネットワーク(enPiT-Pro)
産学連携による実践的な教育ネットワークを

構築し、ＩＴ技術者を中心とした社会人のキャ
リアアップ・キャリアチェンジに資するための
短期の学び直しプログラムを開発・実施する

  
図 25

④超スマート社会の実現に向けたデータサイエンティスト育成事業
産学官（地方公共団体）による実践的な教育

ネットワークを構築し、文系理系問わず様々な
分野へ数理科学の応用展開を図り、それぞれの
分野でデータから価値を創造し、ビジネス課題に
答えを出す人材（データサイエンティスト）を
育成する。

また、データサイエンスを学ぶ必要に駆られ
た社会人の学び直しの場を提供する。

　〔未来投資戦略 2018 における実行計画〕
なお、主要参考文献 #12 には、「AI 時代に対応した人材育成と最適活用」について、

以下のテーマごとに実行計画が記載されているので、別途ご参照されたい。

※ 9：enPiT：Education Network for Practical Information Technologies

図 26	
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・AI 時代に求められる人材の育成・活用
	 － 大学等における AI 人材供給の拡大
	 － 初等中等教育段階における AI 教育の強化
	 － 産業界における AI 人材等の育成・活用の拡大
	 － 官民コンソーシアム等による産学連携教育の具体化
	 － 大学等におけるリカレント教育等を活用したＡＩ人材等の裾野拡大

・人材の最適活用に向けた労働市場改革
	 － ダイバーシティの推進
	 － 生産性を最大限に発揮できる働き方の実現
	 － 主体的なキャリア形成を支える労働市場のインフラ整備

・外国人材の活躍推進
	 － 高度外国人材の受入れ促進
	 － 新たな外国人材の受入れ
	 － 外国人の受入れ環境の整備

以上

＜主要参考文献＞
#1	 内閣府 平成 29 年版高齢社会白書（2017 年 6 月 16 日公表）
#2	 厚生労働省 毎月勤労統計調査 平成 29 年分結果確報（平成 30 年 2 月 23 日公表）
#3	 総務省統計局人口推計 ( 平成 29 年 10 月 1 日現在 )（平成 30 年 4 月 13 日公表）
#4	 経済産業省『IT 人材の最新動向と将来推計に関する調査結果報告書概要版』
	 ( 平成 28 年 6 月 10 日公表 )
#5	 慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科
	 文部科学省 平成 25 年度委託事業 イノベーション対話ツールの開発
	 『イノベーション対話ガイドブック』
#6	 北野健太『日本総研 JRI レビュー ユーザー企業が主導する AI 利活用促進に向けて』
	 (2018 年 01 月 26 日 )
#7	 渋谷健『コンダクターシップ・プログラム～「ひと」から始まるイノベーション～』
	 （事前参考資料 Ver0.01）2018 年
#8	 C・オットー・シャーマー 『Ｕ理論 [ 第二版 ]』(2017/12/20)
#9	 ベン・リーズン , ラヴランス・ロヴリー , メルヴィン・ブランド・フルー
	 『ビジネスで活かすサービスデザイン ‐ 顧客体験を最大化するための実践ガイド』
	 （ビー・エヌ・エヌ新社）2016 年
#10	若原圭子『JTB 総合研究所 コラム 戦後 70 年を経て今変えるべきもの
	 ～人口構造の変化とユニバーサルな社会への変革』 (2015 年 06 月 15 日更新 )
	 https://www.tourism.jp/tourism-database/column/2015/06/postwar70/
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#11	未来投資会議 構造改革徹底推進会合 
	 「企業関連制度・産業構造改革・イノベーション」会合（雇用・人材）第５回 資料４
	 (2018 年 4 月 4 日 )
#12	未来投資会議 「未来投資戦略 2018 - 革新的事業活動に関する実行計画」
	 (2018 年 6 月 15 日 )
#13	弓田光正『AI ビジネスの理論と実践　―AI 導入ステップと課題（導入事例）―』
	 （中央情報学園講座教材）2018 年
#14	IT サービス企業各社、ＩＴ関連企業各社、および富士通の Web サイト及び関連記事

以上
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今日、AI システムの構築は、農業から諸工業・サービス業・銀行まで全ての業種に、
そして営業・経理・人事から開発・設計・スマート工場の現場まで、あらゆる業務を網
羅して進展しつつある。

AI システムのタイプには、汎用型 AI と、専用型 AI がある。
汎用型 AI にのみフォーカスすると、それが開発され、システムとして実用化されるの

は、かなり遠い未来になると想定される。
しかし、専用型 AI に眼を転じると、新たなシステムが次々に構築され、これまでにな

い異業種企業間の提携関係やオープンイノベーションにより、急速な勢いでダイナミッ
クに展開されつつあることが浮き彫りにされてくる。

そのダイナミズムを反映して、AI 教育や人材育成に関するさまざまな考察や提言がな
されつつある。

本稿では、そうした現状を踏まえ、AI 教育に関する 4 つの論点を提起し、AI 教育の〝あ
るべき姿″を探っていきたい。

〔 論点Ⅰ〕　知の劣化の進行を、どう食い止めるべきか ?

〔 新聞からスマホへ 〕
筆者は、日本が「Japan  As  NO.1」と言われた 1980 年代から、現在に至るまでの

約 30 年の過程で、「知の劣化が進行している」という危機感を抱いている。
それを象徴している光景を、朝の通勤・通学電車に見いだすことができる。
30 年前の朝のすし詰めの満員電車の中では、多くのサラリーマンが新聞を読み、本

を熱心に読んでいる学生も少なくなかったと記憶している。
帰りの電車の中でも「夕刊フジ」や「日刊ゲンダイ」といった夕刊紙を読むサラリー

マンが多く見られた。
サラリーマンは入社すると、ビジネスパーソンとしての必要最低限の常識として、「日

経新聞を読め」と上司や先輩がアドバイスしていた。

AI 教育をめぐる 4 つの論点
〔 総括論文 〕

未来デジタル研究所
所長　堀切　達也
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〔 総括論文 〕  AI 教育をめぐる 4 つの論点

ところが 30 年後の現在、朝の電車内の光景は一変した。
筆者は JR と私鉄で通勤しているが、いずれの車両においても、新聞を読んでいる大

人は、筆者以外に 1 人か 2 人、本を読んでいる学生は、時たま見かける程度にまで激減
してしまった。

その代わりに、大人も学生もスマホを打つことに夢中になっており、少なく見積もっ
ても 5 割以上がスマホを片手に通勤・通学している。

あるいは大人も学生も、スマホでニュースを読み、社会の動きをリアルタイムに捉え
ているかもしれないと、淡い期待を抱いたこともある。しかし残念ながら、さりげなく
スマホで何をしているのか見てみると、メールのやりとりや、特に若者は夢中になって
ゲームをしているケースが大半を占めている。

もし、レヴィ = ストロースのような人類学者が、未開の無文字社会で 30 年間現地に
て研究を続け帰国したなら、どのように感じるのだろうか。

おそらく日本人の活字離れに衝撃を受け、長文を読むことも書くこともないという意
味で、表層においては、未開の無文字社会と近似した現在の日本の社会を、暗澹とした
気持ちで研究対象とするかもしれない。

〔 『 AI　vs　教科書を読めない子どもたち 』 〕
このような筆者の「知の劣化」への心配が、杞憂に終わればいいと思っている矢先に、

新井紀子教授が『 AI　vs　教科書を読めない子どもたち 』という衝撃的なタイトルの
本を出版され、ベストセラーになっている。

同書では、全国 2 万 5 千人の中高校生の基礎的読解力を調査した結果、
「3 人に 1 人が、簡単な文章が読めない」

という深刻な事態を、明らかにしている。
そして「基礎的読解力」がないままホワイトカラーになった学生の将来は、AI の導入

過程で分断され、低賃金の仕事に再就職するか、失業することになるという「最悪のシ
ナリオ」とも言うべき暗い未来予想図を描くことになる。

そして人間の側から捉えると、「AI により仕事を失った人のうち、人間にしかできな
いタイプの知的労働に従事する能力を備えている人は、全体の 20% に満たない可能性
がある。」（272 ページ）と予想する。

むろん新井教授は、暗い未来予想図の中にも、「何の仕事とはっきり言えないけれども、
人間らしい仕事は、AI に代替されることなく残っていく」（276 ページ）と「一筋の光明」
を提示することで、同書を締め括っている。

〔 「なぜ教科書が読めないようになったのか」の要因分析 〕
新井教授の「教科書を読めるようにする教育」を追求すべきとする課題認識も、統計

データに裏付けされた論理展開も理路整然としており、わかりやすい。
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しかしながら、なぜ中高生が教科書さえ読めないようになったのか、その要因分析は、
統計データに頼り過ぎているように、筆者には思える。

特に、「読書の好き嫌い、科目の得意・不得意、1 日のスマートフォンの利用時間や学
習時間などの自己申告結果と基礎的読解力には、相関はない」（228 ページ）と言い切っ
ている点には、首を傾げざるをえない。首を傾げざるをえない根拠は、2 つある。

第 1 は、自己申告結果と基礎的読解力は、AI でよく使われる相関関係で捉えるよりも、
人間がもともと得意としてきた因果関係として捉えるべきだと考えるからである。

この「相関がない」という仮説に対し、2 つの自己申告に絞り、筆者なりの仮説を因
果関係として再設定すると、以下のようになる。
「読書が嫌いなため本を読まずに、スマートフォンで短文のメールやゲームに長い時間
を費やしていると、基礎的読解力が低下する。」

この因果関係の妥当性は、現在の学生が読書嫌いなために本離れしているという数値
に、はっきりと示されている。

特に、中高生以上に大学生の本離れが深刻である。
大学生の授業以外の勉強時間は、1 日平均 49、6 分。
全国大学生協連の調査によると、1 日の読書時間がゼロの学生が 53、1% と、2 人に

1 人以上が本を読んでいない。
出版業界において、出版物の販売推定金額が、13 年連続でマイナス成長を続けてい

るが、この数値も、学生の本離れを反映していると言える。
その結果、全国の書店数も、2007 年から 2017 年までの 10 年間に 1/4 以上の

27% も減っているのである。
このような急速な本離れの実態から、基礎的読解力をアップさせる機会がないことは、

歴然としている。
第 2 の根拠は、スマホの長時間使用が学力を低下させ、教科書を読めなくさせている

という因果関係が成立しているからである。
厚生労働省の調査によると、SNS やゲームに時間を費やす「ネット依存症」の中高生が、

2017 年度の全国推計で、約 93 万人に上ることが明らかになった。
さらに時系列で視て深刻なのは、その人数が、5 年前の調査から 1、8 倍に急拡大し

ていることである。
しかも、病的な「ネット依存症」の一歩手前にある「不適応使用」している予備軍が
約 161 万人もいると推定されている。

『 スマホが学力を破壊する 』の著者である医学博士の川島隆太氏は、同書で、「スマホ
を持つようになった生徒は、成績が下がる」
「スマホをやめるだけで、偏差値は 10 上がります」

と主張している。
より具体的に使用時間で視ると、スマホを 1 時間を超えて使用すると、確実に学力低
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下をもたらすということが、統計データによって明らかにされている。
以上、首を傾げざるをえない根拠を明らかにする中で、相関関係ではなく因果関係と

いう視点から要因分析すると、
「基礎的な読解力の低下は、学生の読書量が極めて少なく、スマートフォンを使用して
短文での SNS やゲームに、過度に時間を費やしているからである。」

と、まとめることができる。
（ 尚、筆者は過度に時間を費やしていることを問題視しているのであって、SNS やゲー
ムの使用自体を全否定しているわけではないことを、お断りしておきたい。）

〔 「知の劣化」を、アクティブラーニングで食い止める 〕
だとするならば、現在の通勤電車において、学生もビジネスパーソンも、多くの乗客

がスマホを打つことに夢中になっている光景は、「知の劣化」の進行を、象徴していると
言えるだろう。

それでは、こうした深刻化する知の劣化の進行を、どう食い止めるべきなのだろうか。
言うまでもなく「教科書を読める」ように、学校の先生方 1 人 1 人が、基礎的読解力の
習得を、意識して地道に教えることが基本となる。

筆者は、それに加えて、読み・書き・スピーチする学生の自主性を引き出すアクティ
ブラーニングの広範な実践が、特に高等教育において急務であると主張したい。

新井教授は、教科書も読めない状態で、アクティブラーニングを取り入れることに否
定的である。しかし、そうであるがゆえに尚更、たとえ拙い間違いのある文章であっても、
学生の自主性に基づいた、読み・書き・スピーチさせる訓練が重要だと、筆者は考えたい。

そのために、読書を習慣付けることが重要だが、併せて、この訓練のツールの一つと
して、学生が操作に慣れたスマホを積極活用すべきだろう。

具体的には、ニュースを閲覧することによる社会の最新情報の収集や、アクティブラー
ニングに有効なスマホアプリケーションや e ラーニングの利活用である。

そうした訓練を重ねることで、積極的な姿勢を引き出せれば、勉強にも興味がわき、
小レポート作成に苦闘を重ねることで、長い論文も書けるようになり、結果的に教科書
も読めるようになるのではないだろうか。

筆者もそうだったが、読者の皆さんも、自分なりのテーマを探り出せると、そのテー
マが面白くなり、クリエイティビティを発揮して調査分析し、レポートにまとめること
で、読解力が格段に向上した経験をお持ちなのではないだろうか。

ここで第2号の論文でも引用したイギリスの哲学者にして数学者のバードランド・ラッ
セルの教育論を紹介したい。

ラッセルは、「子供を自発的にするべきこと」が教育だとし、「教育を通じて、その最
初の日から最後の日まで、知的冒険の感覚がなければならない」（268 ページ）と強調
する。
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そして「可能な場合は、いつでも生徒を受動的ではなく、能動的にすることだ。これ
こそ教育を苦しみではなく、喜びにする秘訣の一つである。」（268 ページ）としている。
まさにラッセルは、アクティブラーニングを推奨していたのである。

このラッセルの教育論を踏まえるならば、我々教える側が進めるべきは、少々ハード
ルが高くても、たとえかなりの迷走があったとしてもアクティブラーニングを積極的に
推進することであり、そのことで「知の劣化」の進行を食い止め、1 人でも多くのクリ
エイティビティのある学生を育てることではないだろうか。

〔論点Ⅱ〕AI 教育を展望するために、どう世界を認識すべきか ?

〔 揺らぎはじめた自由貿易体制 〕
論点Ⅱは、「近未来の AI 教育を展望するために、どう世界を認識すべきか」としたい。
この論点をベースに、視野を世界経済全体に広げ、近未来の日本の AI 教育を日本経済

の競争力強化に、どう結び付けていくべきかを探っていきたい。

そのためには、2010 年代後半の世界経済の最新動向を俯瞰する必要がある。
俯瞰して浮かび上がる第 1 の特徴は、トランプ政権の掲げる強引とも言える「アメリ

カンファースト」の政策から、従来の自由貿易体制が揺らぎはじめていることである。
もちろん、その揺らぎによって、かつてのブロック経済が再現されるわけではない。
とはいえ、イギリスが EU から離脱し、中国のユーラシア大陸からアフリカにまでま

たがる「一帯一路」の経済圏構想が自国の経済権益を優先して推進されつつあり、その
結果として、EU や ASEAN といった平等互恵の広域経済圏の発展に足枷がかけられ、
マイナーな状況が生みだされようとしている。

自由貿易体制の下で、アジアの広域経済圏の一翼を担うべき日本経済にとっては、逆
風が吹きつつあり、厳しい現実に直面していると言わざるをえないだろう。

〔アメリカと中国における AI〕
俯瞰して浮かび上がる第 2 の特徴は、アメリカと中国において、AI システムの開発が、

バランスを欠いた破壊的イノベーションとして、ダイナミックに展開されていることで
ある。

アメリカでは、GAFA を中心とした IT 巨大企業において、アマゾンの時価総額がこ
の 12 年間で 60 倍になったことに示されているように、時価総額が急伸長している。
GAFA は、世界中から、あらゆるデータを巨大クラウドセンターに収集・処理すること
から、「ビッグデータ型資本主義」とも言うべき、ブラックボックス化されたデータ独占
の仕組みを築きつつある。

しかし、このデータ独占の仕組みは完璧に運用されているわけではなく、フェイスブッ
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クでは個人情報の不正流出が相次ぎ、この 9 月にも 5000 万人の情報がハッキングされ
ている。

さらにトランプ大統領は、「グーグルに政治的な偏りがある」とツイッターで、名指し
で批判し始めている。

トランプ大統領は、「ビッグデータ型資本主義」という名称に端的に示されている AI
を活用した知識主導型の経済システムの新たな展開に理解を示さず、歴史に逆行するよ
うな自国優先の保護主義的な旧来の工業優先の政策を強引に進めている。

しかも移民によって経済発展してきたアメリカ経済のダイナミズムに歯止めをかける
ような政策を打ち出すことで、AI を基軸とする先端 ICT 技術を担う人材のシリコンバ
レーからの流出をもたらしてしまっている。

その一方で中国は、習近平体制を強化する一環として、「中国製造 2025」の産業政策
を打ち出している。

この政策において、次世代情報技術やロボットさらには航空・宇宙やバイオ医療など
10 の重点分野を設定し、製造業の高度化を目指す野心的な計画を推進している。

そして、2025 年までに、世界の製造強国の仲間入りを実現しようとしている。
しかも長期的視野から捉えると、「中国製造 2025」は第 1 段階に過ぎず、第 3 段階

にあたる 2035 〜 2049 年には、「世界の製造強国 NO.1 へ躍進」しようとしているの
である。

特に AI に関しては、重点的に推進しており、中国の AI 技術・AI 産業を世界水準に引
き上げると共に、世界トップクラスの中核企業を育成しようとしている。

その結果、AI 技術は、アメリカに急速に追いつきつつある。
AI を手掛ける企業数においても、世界 NO.1 のアメリカの 1078 社に対し、2 位の中

国は、592 社を数えるまでになっている。この企業数を世界に占めるシェアで捉えると、
アメリカが 42%、中国が 23% を占め、両国で 3 分の 2 に近い 65% に達している。

この第 2 の特徴の中でも、アメリカに急迫する中国の AI 技術の発展にフォーカスす
るならば、日本企業が AI ビジネスを推進する上で、中国企業が先行者になりうるという
厳しい現実を、直視しなければならないことが浮き彫りにされてくる。

〔 世界経済 ― 分業構造の大転換 〕
そしてこの第 2 の特徴は、世界経済における分業構造の大転換という第 3 の特徴の予

兆として捉える必要がある。
具体的には、先端技術の開発は、日米欧の先進国が担当し、その製造は、「世界の工場」

である中国が担う、という 20 世紀後半に築かれてきた分業の構図が根本的に崩れつつ
あるということだ。

それはⅠ o T の進展によるスマート工場の設置において、製造ラインの自動化・無人
化が格段に進展し、さらに賃金格差の縮小と相俟って、中国を選択する経済効果が薄れ
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つつあることに起因していると言えるだろう。
この第 3 の特徴は、世界経済の新たな分業構造の形成という第 4 の特徴に結びつく。

〔 雁行型発展理論の否定 〕
新たな分業構造とは、世界経済論で理論化されてきた発展途上国における雁行型発展

のプロセスが成立しえなくなることによってもたらされる。
雁行型発展とは、発展途上国における発展段階論であり、〔 農業 〕から労働集約的

な〔 軽工業部門 〕、そのあと装置産業である〔 重化学工業部門 〕、さらに技術集約的
な〔 ハイテク部門 〕に至るプロセスをたどる発展形態である。

このプロセスは、「 遅れた農業 」と「 先端のハイテク部門 」を両極に置くという点で、
まさに 20 世紀後半までの産業資本主義の発展プロセスと言える。

この雁行型発展論が、AI システムの諸産業への浸透がもたらす破壊的イノベーション
により、根底から覆されようとしている。

概括的に描くならば、農業は AI システムにより先端産業化され、フィンテックにより
金融ビジネスはその様相を一変し、さらに自動運転等により従来の産業区分は取り払わ
れ、そうしたカオスのような企業間・産業間の離合集散を経て、新たな産業構造が創出
され、雁行的発展論を無力化する構図が浮かび上がる。

この第 4 の世界経済の特徴は、ここ数世紀にわたり継続されてきた欧米先進国主導の
経済システムをも、大転換させようとしている。

〔 アジアへの成長セクターのシフト 〕
そして大転換の先には、世界経済システムにおける欧米からアジアへの成長セクター

のシフトが実現することになる。
そもそも西欧列強によるアジアに対するモノカルチャー経済の強制以前の 18 世紀中

葉にまで歴史を遡るならば、アジアは工業先進国として存立していた。1750 年において、
世界の工業生産の 57、3 % は、中国・インド（パキスタン含む）が占め、日本の 3、8 
% を加えると、アジアでの工業生産は、61、1 % に達していたのである。

こうしたロングレンジでの歴史的推移をベースに、AI で先端を走るアメリカとそれを
追う中国の軋轢という現在の状況を直視し、アジアへの成長セクターの移行を踏まえる
ならば、日本は、東南アジアからインドまで含めた平等互恵な広域の経済圏構築を意識
的に追求すべきことが明らかになる。

その広域の経済圏において、AI 教育を共通化し、AI によるボーダレスなオープンイ
ノベーションを実現していくべきではないだろうか。

以上、第 2 の論点に関し考察を深めてきたが、特にボーダレスにオープンイノベーション
を進めるという筆者の大胆な AI 教育施策をめぐって、議論が深まることを期待したい。
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〔 論点Ⅲ 〕 A I 教育を、どう体系化すべきか ?

AI と教育をめぐる第 3 の論点は、「AI 教育を、どう体系化すべきか ?」である。
この論点は、AI のどこに教育の力点を置くかによって異なる。
すなわち AI を、テクノロジーとして捉えるのか、ビジネスとして捉えるのか、によっ

て大きく異なってくる。
すでに西村論文において、AI のレイヤーイメージ図、「AI ビジネスレイヤー / 事例 /

必要な基礎知識 & 技術」の表が、精緻に体系化されて提示されている。この表において、
テクノロジーのレイヤーにおける必要な共通技術や専門技術が、的確にカテゴライズさ
れ整理されている。同論文は、まさに AI のテクノロジー教育において、AI エンジニア
は何を学ぶべきか、その全体像を明らかにしていると言えるだろう。

この体系を参考に、筆者なりに AI に関する教育の範囲を、経済や社会のレイヤーまで
縦に広げて体系化すると、図 1 のようになる。

加えて、企業における AI システム構築の際の成功に向けたチェックポイントは、AI
のビジネスレイヤーにおいて、〔 経営者のなすべきこと 〕、〔 開発方式の違いを意識し
た開発〕、〔 組織のイノベーション 〕を、どう実現するかにかかっている。

このチェックポイントを関係付け、可視化すると、図 2 のようになる。　
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この図から、AI ビジネス成功への道が切り拓かれる。

〔　図２） ＡＩビジネス成功のチェックポイント　〕

経 営 者

組織イノベーション開発方式の違い

・ 従来のウォーターフォール型
　システム開発との違いを意識
・トライアルフェーズ・データ
　作成加工の重要性を認識　

・ ＡＩシステム構築目的の明確化
・競争優位を目指す
　　　　　　ビジネスモデル革新
・ＲＯＩを意識する

・ プロジェクトチームの編成様式
・ エンジニア向け、ビジネスパーソン向け
　ＡＩ教育の徹底

以上、作成してきた「AI 教育レイヤー別の体系化」、「AI ビジネス成功のチェックポ
イント」を踏まえ、以下では「近未来のデジタル社会の教育はどうあるべきか」と設定し、
論点のフレームワークを時系列に広げて論じることにしたい。

第 1 に必要な教育は、新たな職種知識を習得するための社会人再教育ではないだろう
か。AI の急速な浸透により、今後 10 年で社会は激変する。

激変といっても、AI やロボットによって、全ての業種や業務が、ある一定の比率で一
律にビジネスパーソンの仕事を奪うわけではなく、業種・業務によって、まだら模様で
展開される。

銀行のように大幅な人員削減が進展する業種と、介護・小売・物流・建設といった人
手不足が深刻化し、そのために AI やロボットを積極導入しなければならない業種や業務
が発生する。

マクロな国民経済レベルで捉えるならば、産業構造や産業組織、そして産業連関が、
根本から再編される。

したがって、新たな職種知識を習得するための社会人再教育を、恒常的に実施できる
専門学校・専門職大学・専門職大学院といった教育機関の充実が、必須条件となる。

その際に、AI やロボットといった最新 ICT を習得するビジネスパーソン向けの一般知
識教育も、教育課程の中に組み込む必要がある。

第 2 は、高いクリエイティビティを有する、あたかもアーティストのようなビジネス
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パーソンを育てる教育である。
今後、国境を越えたオープンイノベーションを実現していくためには、ビジネスモデ

ルを創造する能力や、ビジネスデザイン能力を高める教育が必要となる。
グローバルなマーケットで、抜本的に企業の競争力を強化するためには、ゼロからビ

ジネスをデザインしうる人材教育を、実施していかねばならないのである。
その教育に並行して、AI・ICT エンジニア向けの専門教育も、エンジニア不足の深刻

な現状を見据え、質・量ともに強化していかねばならない。その際に、テクノロジーに
クローズしないシステムやビジネスの教育プログラムも用意する必要がある。

第 3 は、人文・社会科学系カリキュラムを含めた学際的な教育の実現である。
この学際的教育に関しては、次の論点Ⅳで論じることにしたい。
以上の 3 点を明示し、3 階層の AI・ICT 教育の創出ということで構図として描くと図

3 のようになる。

この〝目指すべき教育″を体系的に習得することにより、専用型 AI や AI 内蔵ロボッ
トに代替されないコンピテンシーを身に付けることができる。

今後は、AI 教育を精緻に体系化した河合論文や弓田論文との整合性を追求することで、
〝目指すべき教育″体系のさらなる高度化を実現していきたい。
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〔 論点 Ⅳ 〕 A I 教育と リベラルアーツを、どう関係づけるか ?　

〔 高まるリベラルアーツのニーズ 〕
近未来に AI システムが急成長し、社会が激変すると展望される中で、リベラルアーツ

の必要性が高まってきている。
リベラルアーツは、「教養教育」と訳すよりも、「人を自由にする技」と訳す方が、こ

の教育の本質を捉えている。
すでにアメリカのマサチューセッツ工科大学やハーバート大学では、リベラルアーツ

教育を中心に据えている。
日本においても東京大学教養学部や早稲田大学国際教養学部はじめ 22 大学が、学部

にてリベラルアーツ教育を行なっている。また、お茶の水女子大学や奈良女子大学はじ
め 13 の女子大学では、リベラルアーツを主体に教育を実施している。

さらに京都大学総合人間科学部や慶應義塾大学総合政策学部・環境情報学部をはじめ
21 大学で学際教育を行なっている。

理工系大学では、千葉工業大学のみが、リベラルアーツ教育を採り入れていた。
しかし昨年 4 月に、東京工業大学が、リベラルアーツ研究教育院を創設し、博士課程

までの一貫したリベラルアーツ教育を実施することになった。
それでは、なぜ、AI テクノロジーの進歩が加速する中で、リベラルアーツ教育が重視

されようとしているのか。特に理工系大学の中で、なぜリベラルアーツ教育を採り入れ
ようとしているのか。

こうした素朴な問いかけに答えるために、
「AI 教育とリベラルアーツを、どう関係づけるか ?」

を、第 4 の論点として提起していきたい。
以下では、この論点を深めるために、まずリベラルアーツの歴史を概観することにし

たい。

〔 リベラルアーツの歴史 〕
リベラルアーツとは、遠く歴史を遡ること、古代ギリシャ・ローマ時代の「自由七科」

（=「文法」「修辞」「弁証」「算術」「幾何」「天文」「音楽」）に起源を持つ。
その後、キリスト教信仰が人々の生活のすみずみにまで浸透した閉鎖的封建社会だっ

た中世において、〝知の停滞”が長期にわたり継続したにもかかわらず、13 世紀初頭に
はボローニャ大学・パリ大学・オックスフォード大学といった大学が誕生した。

中世の大学における学問体系は、リベラルアーツを基礎科目に〝聖″なるものについて
の学である神学を上位科目として成立していた。

そして 14 世紀末には、リベラルアーツや神学に加え、法学や医学を備えるべきだと
考えられるようになる。
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近代に至り、欧米の社会システムの大転換により、これまでの大学教育は時代遅れと
なり、独創的な知の創造の場が大学の外に拡散してしまうことで、根本的な改革を迫ら
れることになる。

この根本的改革において、ドイツのベルリン大学が先駆けとなり、「学問の自由」を目
指し、教授と学生が自主的に研究に取り組み、哲学が、神学・法学・医学 だけでなく自
然科学をも包摂し全体を指導するモデルを採用した。その結果、ベルリン大学は、各国
の大学の先行モデルとなり、産業発展に貢献した。

19 世紀にはアメリカの大学改革において、講義の選択制が導入され、大学院の設置
により教授は講義に専念できるようになった。

さらに、この時期、社会学・歴史学・教育学など新しい学問分野が切り拓かれ、既存
の学問分野である数学・化学・物理学も発展することになる。

その結果、現在の大学の基本的骨格が形成されることになった。
この大学改革の渦中にあった 19 世紀に、イギリスで活躍した哲学者にして論理学者で

あり、経済学者でもあったジョン・スチュアート・ミルは、『 大学教育について 』とい
う著書で、リベラルアーツを考える上で、その本質に迫る示唆に富む文章を書いている。
「人間が獲得しうる最高の知性は、単に一つの事柄を知るということではなく、一つの
事柄あるいは数種の事柄についての詳細な知識を多種の事柄についての一般的知識と結
合させるところまで至ります。

　　　　　　　　　　　　〔　中略　〕　
小さな事柄は、自分の専門的研究のために必要とする人々に任せればよろしいのです。
広範囲にわたるさまざまな主題についてその程度まで知ることと、何か一つの主題を

そのことを主として研究している人々に要求される完全さをもって知ることは、決して
両立しえないことではありません。この両立によってこそ、啓発された人々、教養ある
知識人が生まれるのであります。」（28 ページ）

そして、専門知識をよりよく使うためにも、自然科学・社会科学・宗教・文学・芸術
などの教養科目を学ぶことの必要性を説く。

このミルの主張は、明治の近代化をリードした福沢諭吉や西周にも大きな影響を与えた。
さらに政治学者の丸山真男は、ミルいわくとして「真に教養ある人間とは、すべてに

ついて何事かを知り、何事かについてすべてを知る人間だ」（『「文明論の概略」を読む　
上』44 ページ）とし、さらに真に教養ある人間として、オーケストラの指揮者を連想
すればいい、と指摘したのである。

こうしたミルの著書や丸山真男のコメントから、リベラルアーツの本質とそれを学ぶ
ことの意義が浮き彫りにされてくる。それは、あらゆる専門分野を広く学びつつトータ
ルな社会認識を獲得し、併せて自らの専門分野を深く極めることであろう。

専門分野が細分化されつつある 21 世紀の今日、学問のタコツボ化を回避し、専門分
野以外の知的関心を高めるためにも、リベラルアーツは必要だと言うことができる。
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ましてや AI システムの浸透により、社会が大きくその様相を変えようとする現時点に
おいて、リベラルアーツを学ぶことは、AI エンジニアのみならず、さまざまな職種のビ
ジネスパーソンにおいても、必須条件となる。

すでに論点Ⅲの図 1 において、「レイヤー分けによる AI 教育の体系化」を提示したが、
その〔 AI と社会のレイヤー 〕に、リベラルアーツを組み入れている。

このように AI 教育の体系化は、レイヤー相互の有機的関係を持たせることで、リベラ
ルアーツを学ぶことの意義を鮮明に浮かび上がらせる。

〔 文系から理系まで広範な分野から構成されるリベラルアーツ 〕
以上のように、専門分野とトータルな社会認識を複眼的に追求し、その両者を緊張関

係の中で捉えることが最高の知性だとするならば、その実現のためにリベラルアーツは
不可欠な存在であることが明らかになる。

それでは、2010 年代後半の現段階におけるリベラルアーツは、どのような科目から
構成されているのだろうか。

麻生川静男氏は、『 社会人のリベラルアーツ 』において、21 のリベラルアーツ科目
を提示している。（ 38 ページ ）

この 21 の科目を、横軸に「理系」であるか「文系 + 芸術系」であるか、縦軸に「思弁的」
であるか「経験的」であるかによって、4 象限に分けて位置付けている。

従来のリベラルアーツは、「文系 + 芸術系」かつ「思弁的」である第 1 象限に位置
付けられる〔 哲学 〕〔 言語学 〕〔 歴史 〕〔 宗教 〕〔 文学 〕〔 法学 〕といった文系
科目と〔 音楽・絵画 〕といった芸術科目に限られていた。

しかし麻生川氏は、こうした従来のリベラルアーツでは、「文化の全体像をつかむこと
は難しい」とし、「全体像がつかめないために、各文化のコア概念もつかめず結果的に雑
多な知識が有機的に結びつくことなく、バラバラのまま頭の中に散在している。」（38ペー
ジ）と批判している。

そのため従来のリベラルアーツを第 1 象限に位置付けるが、加えて理系の思弁的科目
としては第 2 象限に〔 数学 〕〔 物理 〕〔 医学 〕〔 天文学 〕を配置している。

さらに第 3 象限には、理系の経験的科目として〔 薬学 〕〔 生物学 〕〔 化学 〕〔 工学 〕〔 
農学 〕が位置付けられている。

そして第 4 象限に、文系の経験的科目として〔 経済学 〕〔 民俗学 〕〔 考古学 〕〔 工
芸建築 〕を配置している。

加えて〔 文化人類学 〕を、第3象限と第4象限にまたがった科目として位置付けている。
筆者は、AI 教育を意識するならば、この 21 科目に 5 科目を加えることを推奨したい。
5 科目の象限ごとの内訳は、第 1 象限に〔 記号論 〕、第 2 象限に〔 脳科学 〕〔 論理学 〕、

第 4 象限に〔 経営学 〕〔 経済人類学 〕となる。
麻生川静男氏の 4 象限に 21 科目を分類するコンセプトに基づき、筆者の 5 科目を加
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えると、図 4 のようになる。

このようにリベラルアーツは、文系から理系まで広範な分野をカバーして成立している。
それでは、リベラルアーツと AI は、どのような関係にあるのだろうか。

〔 リベラルアーツと A I の関係についての若干の考察 〕
専用型AIが、社会のあらゆる分野で活用されつつある現在、AIと無関係なリベラルアー

ツの科目はないと言える。そのことを、AI とリベラルアーツ全科目との基本的関係とし
て、まずもって認識する必要がある。

その基本的関係を踏まえ、以下では、筆者が追加した灰色にグラデーションをかけた
5 科目も含め目配りし、AI との関係で特に興味深い科目に絞り、考察していきたい。

( 数学・論理学と A I )
〔数学〕と〔論理学〕は、54 ページの図 1 の「AI 教育の体系化」において、「基礎理論」
のレイヤーに位置付けている。

筆者は、中央情報専門学校において AI を教えている。その際あらためて実感するのは、
機械学習やディープラーニングといった AI のテクノロジーが、〔数学〕を基礎に成立し
ており、特に、ビッグデータの統計的処理や重回帰分析等において、確率・統計学・微分・
偏微分・線形代数の数式を教えること抜きに、AI の講義が成立しえないことである。
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他方、〔論理学〕もまた AI テクノロジーの「基礎理論」を形成している。
そもそもコンピュータは、「人間のように論理的に思考する機械」として開発されたの

であり、AND・OR・NOT の論理回路を使って高速で演繹推論などの論理処理をする
機械として、人工知能機械を目指していたのである。

まさに〔論理学〕抜きにコンピュータの開発はありえず、AI テクノロジーも成立しな
かったと言えるだろう。

（ 脳科学と A I  ）
〔 脳科学 〕は、図 1 の AI 教育の体系化において「基礎理論」のレイヤーに位置付けた。
筆者は前号において、「人工知能は、心を持ちうるのか」という論点を設定し、脳科学と
AI の密接な関係を論じた。本号では西村論文がさらに深掘りして論じているので、是非
ご一読することをお勧めし、本稿で考察することは控えることにする。

尚ここで、図 4 の第 2 象限に位置付けられる〔数学〕〔論理学〕〔脳科学〕を一括りで
捉えると、この 3 科目の主要な領域が、AI テクノロジーの存立を支え密接不可分の関係
にあることから、リベラルアーツであると共に、図 1 のように「基礎理論」のレイヤー
にも位置付けるべきだと指摘しておきたい。

（ 経営学・経済学と A I ）
〔 経営学 〕は、図 1 において「AI ビジネス」のレイヤーに、〔 経済学 〕は「AI と経済」
のレイヤーに位置付けた。

経営学・経済学と AI の関係について興味深いテーマは、人工知能学者にして経営・経
済学者でもあるハーバート・サイモンの「限定合理性の理論」である。

サイモンは、企業を情報処理システムとして捉えた上で、20 世紀の経営者の意思決
定プロセスを次のように規定した。

〔 情報収集 〕　⇒ 〔 代替案の探索 〕 ⇒ 〔 代替案の評価 〕 ⇒ 〔 代替案の選択 〕
⇒ 〔 代替案の実施 〕 ⇒ 〔 フィードバック 〕

サイモンの理論で着目すべきは、このプロセスにおいて、情報収集には限られた時間
しかなく、全ての代替案を想起できるわけではないし、代替案の結果を正しく予測でき
ないため、限られた状況においてしか合理的決定はできないという「限定合理性」を主
張したことである。

筆者はこの理論を踏まえて、自著において「限定合理性のもとで、いかに迅速かつ的
確に意思決定をなしうるかは、人類の歴史を貫通する普遍的テーマである」と指摘した。

しかし、この限定合理性は、巨大なボリュームのビッグデータが収集され、AI によっ
て瞬時に処理される現在、限定の度合が格段に緩和され、意思決定のプロセスを大幅に
短縮することになる。

人工知能学者でもあったサイモンは、残念ながら 2001 年に亡くなったが、もし存命
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であれば、ビッグデータ収集による AI の高速処理をどう評価するのか、「限定合理性の
理論」を修正するのか否か、質問してみたいと思うのは筆者だけではないだろう。

また AI により、市場経済は新たなステージに至るかもしれない。
もともと市場は、商品の需給を価格情報で調節する情報処理機構であると言える。
その市場は 21 世紀に至り、インターネットが世界全体に張り巡らされることで、情

報の非対称性が限りなくゼロに近づく「ガラス張り市場」としての特性を獲得する。
さらに近年の営業部門やコンシューマーへの AI 利用の進展は、完全な「ガラス張り市

場」を成立させることになり、ワン・ツー・ワンのリアルタイムな取引を当り前のこと
にしていく可能性が高い。

このように AI は、これまでの経営や経済システムを根本的に変化させ、新しい経営や
経済システムを生成させ、そのことが AI システムそれ自体の発展方向を逆規定するかも
しれない。

したがって、AI エンジニアもビジネスパーソンも、AI 教育と共に「経営」「経済」の
最新動向を習得する教育を受講することが望ましいと言える。

（ 言語学・記号論と A I ）
再び第 1 象限に眼を転じ、AI の「概念」獲得を評価するためには、〔言語学〕〔記号論〕

を駆使して解明する必要がある。
2012 年にグーグルがディープラーニングの持つ特徴量抽出機能によって、「猫」の「概

念」を獲得したことが、画期的ブレークスルーとして、世界的に注目されるようになった。
それでは、この人工知能による「概念」獲得は、社会において人間が生成する「概念」

と一致するのだろうか。
結論を先取りすると、同じ「概念」と表現されているが、別物として考えた方がよい。

というのは、人間の扱う「概念」は、「絶対概念」ではなく、各国の言語において、「概念」
の分類法が異なっているからである。

例えば、英語で「Water」は、日本語では「水」であったり「湯」であったりする。また、
英語で「Ⅰ」は、日本語では、「私は」であったり、「僕は」「小生は」「拙者は」であっ
たりする。

こうした分類法の違いは、言語学における「言語の恣意性」からもたらされる。
このように人間の扱う「概念」は絶対的なものではなく、社会におけるコミュニケー

ションを重ねることで、その「概念」を表現する言葉は、多義的な意味内容を持つよう
になる。

そして個々の言葉を、記号として捉えると、2 つの側面が結びつくことで成立してい
ることが明らかになる。

1 つは、それが音声として成り立っている〔記号表現（シニフィアン）〕、2 つ目は、
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それが意味を持つ〔記号内容（シニフィエ）〕である。
具体例で言えば、「猫」という〔記号表現〕と、「ペットになる四つ足の動物」という〔記

号内容〕が結びついていることを指す。
このように〔記号表現〕が〔記号内容〕に結びつけられれば、AI で長年にわたり難問

とされてきた「記号設置（シンボルグラウンディング）問題」が解決されることになる。
確かに人工知能は、「概念」を獲得できてはいるが、それは〔記号表現〕でしかなく、

その内容を認識できてはいない。
「猫」という〔記号表現〕が、「ペットになる四つ足の動物」という〔記号内容〕に結び
ついていないのである。
「猫」という記号と、それを意味するものが、グラウンディングしていない。

このように「記号設置問題」は、解決していないのである。
現在の専用型 AI は、あくまでビッグデータを高速に統計処理して特徴量を抽出するこ

とで、「概念」を作りだしているに過ぎない。そのため自然言語で表される「常識レベル
の知識」が獲得できず、文脈（コンテクスト）を読むことができない。

このことは、グーグル翻訳を使って、自然言語で表現された文章を機械翻訳すると、
AI が文章の意味や文脈を理解していないことで確認できる。

したがって、「記号設置問題」と共に、長年にわたり難問とされてきた「フレーム問題」
もまた解決できていないと言わざるをえない。

（ 芸術領域 〔音楽や絵画〕 〔文学〕 と A I ）
理系や文系以外の〔 音楽や絵画 〕〔文学〕といった芸術領域においても、AI の適用が

試みられている。
「レンブラントもどきの新作」を AI が描き、「ビートルズもどきの新曲」を AI が作曲
したりしているが、そうした試みに筆者は否定的である。

というのは、あくまで「もどき」の作品、ホンモノに似せて作った作品に過ぎないか
らである。さらに言えば、アーティストとしての人間のクリエイティビティを発揮する
領域を、狭めるマイナス効果を危惧するからである。

ましてや AI が、自ら意識を持って、〔文学〕としての小説を書くことはありえない。
筆者は、前号掲載の論文において、「書けない」ことの根拠を次のように書いた。

「専門家のサポートによって、星新一の『ショート　ショート』に近似した極めて短い
小説が書けるレベルにとどまっている。〝近似した″と書いたのは、身体的裏付けなき文
節の組み合わせだからである。」

このことは、文節それ自体の意味を把握していないことを意味し、AI 自らが意識を持っ
て小説を書いていないことを明らかにしている。

視点を変えて、すでに考察した〔記号論〕との関係で言えば、「記号設置問題」が解決
されない限り、AI が〔文学〕としての小説を書くことはできないのである。
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辰濃和男氏は「文章のみがき方」において、大岡昇平の小説『野火』を読んで、次の
ように書いている。
「対象を突き放す厳しさと、包み込む温かさと、なんとしてもその現実を後世の人に伝
えたいという志と、その三つの思いの深さが溶け合ったとき、人の心に響く言葉が生ま
れるということを、私はこの作品で学びました。」

極限状況における身体的経験のない AI が書いた小説では、こうした「人の心に響く言
葉」を創りだすことは決してできないであろう。

筆者は、前号掲載の論文で、芸術全般に視野を広げて、以下のように書いた。
「人間の創造空間である芸術の領域に、人工知能が本格的に進出することが、そもそも
人間社会の文化の創造において、意味のあることになるのか、首を傾げざるをえない。」

情報学・メディア論を専攻し、長年 AI の研究にたずさわってこられた西垣通教授も、
次のように書かれている。やや長いが引用させていただく。
「人工知能に文学作品をつくらせるといった試みは、芸術活動としては、明らかに邪道
である。過去にない新たな作風の作品を創りだすのが、近代芸術の大前提だからだ。

コンピュータが効率よくマガイモノを大量生産して市場を制覇するなら、それは『芸
術の死』を意味する。」（ 『 ビックデータと人工知能 』〔126 ページ〕 ）

もしも近未来において、AI が「もどき」や「マガイモノ」の音楽や絵画を量産し、人々が、
AI が作曲した音楽を聴く音楽会に行き、AI が描いた絵画が展示された展覧会に足繁く
通うようであれば、芸術家の活動範囲は狭められ、経済的に自立できないようになり、〝芸
術創造力の劣化″がもたらされることになる。

我々人間は、AI の芸術領域への適用が、こうした悪夢のようなディストピアの到来に
至る深刻なリスクを抱えていることを、充分に自覚する必要があるだろう。

総括と展望

前章において、（数学・論理学と AI）（脳科学と AI）（経営学・経済学と AI）
（言語学・記号論と AI）（芸術領域〔音楽と絵画〕〔文学〕と AI）と題して、10 科目の
リベラルアーツと AI の関係に関して考察してきた。

本稿では考察を割愛したが、これ以外の全ての科目においても、AI との深い関わり合
いを確認できる。
〔医学〕では、AI による画像診断が活用されており、〔薬学〕でも、AI による新薬開発
のスピードアップが図られている。

また〔化学〕〔工学〕においては、広く AI が多様な形態で適用されるようになってき
ており、〔農学〕においても、農業の先端産業化を目指し、AI のさまざまな分野での適
用に拍車がかかってきている。



65

このように図 4 に掲げた全てのリベラルアーツの科目が、AI と密接な関係を築きつつ
ある。それでは、この多様で密接な関係を〝あるべき AI 教育″という視点から捉え返し、
論点ⅠからⅢまで含めてまとめると、どのように総括できるのだろうか。

この設問に対し試行錯誤を繰り返すと、以下の 3 つの総括にまとめることができる。

< 総括Ⅰ ―〝あるべき教育″は「レイヤー分けによる A I 教育の体系化」 >
第 1 に総括すべきは、〝あるべき教育″の構築は、論点Ⅲで提起した「AI 教育をどう体

系化すべきか ?」という設問からスタートする必要があり、その妥当な解答は、図 1 の
6 つの「レイヤー分けによる AI 教育の体系化」とすることである。

本稿 54 ページの図 1 を再度確認いただくと、〔リベラルアーツ〕は最上位のレイヤー
である「AI と社会」に、〔経済学〕は「AI と経済」のレイヤーに、〔経営学〕は「AI ビ
ジネス」のレイヤーに位置付けられる。

そして、この体系化においてレイヤー相互に「有機的関係を持たせること」が、何よ
りも重要となる。

その理由は、全てのレイヤーを支える基盤となる「基礎理論」によって生成される第
2 のレイヤーである「AI テクノロジー」や、第 3 のレイヤーである「AI システム」が、
それぞれ単独でクローズして存立すべきではなく、「AI ビジネス」「AI と経済」「AI と社
会」の各レイヤーと有機的関係を持たせることで、初めてより広がりを持ったマクロな
社会的意味を付与されるからである。

< 総括Ⅱ ―〝要″のレイヤーは 「 A I ビジネス 」 >
それでは、AI 教育を体系化し、全体としてよりマクロな社会的意味を付与できる〝要

″となるレイヤーは、どのレイヤーなのだろうか。
こうしたコンテクストにより各レイヤーの特性を捉え返すと筆者は、第 2 の総括とし

て「AI ビジネス」のレイヤーを〝要″とすべきだと主張したい。
なぜなら「AI ビジネス」を〝要″のレイヤーとすることで、「AI システム」構築に参

加する全てのビジネスパーソンは、「AI テクノロジー」の基礎を学びながら、プロジェ
クトメンバーとしてシステム構築の一端を担うと共に、ROI を明確化し、外部環境であ
るマクロ経済の動向にも目配りすることが可能となるからである。

また、AI エンジニアも、「AI テクノロジー」を深堀りし、その上で最先端の「AI シス
テム」を構築しなければならないが、そのレイヤーにとどまることから脱却できる。

なぜなら、エンジニアであっても〝要″の「AI ビジネス」として捉える訓練を重ねる
ことで、企業全体から視た AI システムのパフォーマンスや、マクロな産業構造の転換す
る中での AI システムの業界内のポジションを、明確にできるからである。

さらに言えば、経営学者が「AI ビジネス」を〝要″とするのは当然としても、エコノ
ミストにおいても、〝要″の「AI ビジネス」を踏まえねば、日本経済や世界経済の現状を
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分析し、将来動向を予測することができないからである。
加えて、リベラルアーツ各科目の専門家も、「AI ビジネス」を〝要″とすることで、「AI

テクノロジー」の専門分野への適用を進め、専用型「AI システム」の構築に注力する道
が開けるだけでなく、そのシステムのビジネスとしてのパフォーマンスや ROI を、明確
にする視点が獲得可能となるからである。

< 総括Ⅲ ― 「知の劣化」から「知の創造」へ >
第 3 の総括は、第 1 の論点「知の劣化の進行を、どう食い止めるべきか」に加え、第

Ⅳの論点を加味して、「知の創造」へ向けた具体的な解決策に結びつけることである。
筆者は、第 1 の論点において、「知の劣化」はアクティブラーニングで食い止めるべき

だと主張し、アクティブラーニングの訓練ツールとして、スマホの積極活用を推奨した。
スマホの積極活用とは、SNS やゲームに過度に時間を費やすことを抑制し、その一方

でニュース等からの最新社会情報の収集や、アクティブラーニングに有効なスマホアプ
リの利活用、さらには e ラーニングの利用範囲の拡大である。

そして第 4 の論点において筆者は、リベラルアーツの本質とそれを学ぶことの意義を、
幅広くトータルに社会を認識でき、併せて自らの専門分野の深掘りを可能にしたことに
見いだした。

このように「知の劣化」は、スマホ利活用によるアクティブラーニングの推進、マク
ロな社会認識、ミクロな専門分野の深堀り、この三者を複合的に推進することで、歯止
めをかけることができそうだ。

とはいえ筆者は、この三者の複合的推進を加速するためには、その大前提として、本
をたくさん読むことが不可欠だと主張したい。

さらに言えば、専門書だけでなく、隣接分野の本、さらにリベラルアーツの本も含めて、
一定のボリューム以上の本を体系的に学習することが、「知の劣化」からクリエイティビ
ティを発揮して「知の創造」を実現するためには、必要最低条件のように思えてならない。

< 人類史を通して明らかになる近未来の展望 >
最後に、長い人類史の中で、社会全体が激変する今後 10 年の展望をごく簡単に描いて、

本稿を締め括ることにする。
リベラルアーツの一つに〔歴史〕があり、〔文化人類学〕〔民俗学〕の科目もあり、筆

者は〔経済人類学〕の科目を付け加えた。
人類の歴史を、人類学と情報化社会史の視点から捉え返すと、〝文字の発明″が第 1 次

情報革命となり、〝本の発明″が第 2 次情報革命となり、それぞれ画期的なものだった。
人類学者にして民俗学者であったレヴィ = ストロースは、ブラジルの原住民を調査し

て『悲しき南海帰線』を執筆した。
その著書において、「文字を持つことは、知識を保存して、人間の才能を著しく増大す
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るもの」（171 ページ）とし、「文字の出現に必ずともなった唯一の現象は、諸都市と諸
帝国ができたこと」（173 ページ）だとして、大規模な社会組織の編成を可能にする古
代王国の成立要因を明らかにした。こうした古代王国の成立以降、本が発明され、すで
に紀元前 300 年には、エジプトのアレキサンドリアに図書館が設立されている。

レヴィ = ストロースの知的冒険は、こうした分析にとどまらず、ブラジルでの現地調
査を踏まえ、〔言語学〕や〔記号論〕を駆使して 20 世紀を代表する現代思想である構造
主義を創出することになる。
〔言語学〕や〔記号論〕が、AI と密接に関係していることはすでに述べたが、ここで
重要なことは、レヴィ = ストロースが、画期的だった〝文字の発明″がもたらす特性を、
人類学者として的確に指摘していることである。

この指摘の延長上に、〝本の発明″を位置付けるとすれば、本稿冒頭で書いたように、
レヴィ = ストロースのような人類学者であれば、日本人の活字離れに衝撃を受け、未開
の無文字社会と近似した現在の日本社会を、知的劣化が進行する社会として分析するか
もしれないのである。

そして活字離れがこのまま進行すると、「知の源泉」の役割を担ってきた出版産業は、
大幅に縮小することになる。加えて AI が芸術領域まで侵出するようになれば、芸術創造
力もまた劣化していく、かつてないリスクを抱えることになる。

やや悲観的かもしれないが、情報化社会史の視点から長い人類史の中で、今後 10 年
の社会の激変を展望すると、知的劣化や芸術創造力の劣化という、これまで人類が経験
したことのない陥穽が待ち受けていることを、はっきりと自覚する必要があるのではな
いだろうか。そのためにも、時代を先取りし体系化された AI 教育の実践が、不可欠にな
ると言えるだろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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・レヴィ = ストロース『悲しき南回帰線（上 / 下）』（講談社学術文庫）
・橋爪大三郎『はじめての構造主義』（講談社現代新書）
・山口昌男 編『20 世紀の知的冒険』（岩波書店）1980 年
・松尾豊『人工知能は人間を超えるか』（KADOKAWA）2015 年
・拙稿『AI 適用分野の急拡大 - 新しい経済システムの形成』
　　　　　　　　　　　　　　　　　（『未来デジタル研究　第 3 号』所収）2018 年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上



69

人工知能（AI）の発展と
AI 技術者育成に関する考察

〔論考〕

未来デジタル研究所
参与研究員　西村　俊郎

1.AI（人工知能）と脳科学
日経新聞で AI 関連記事が掲載されない日がないほど、AI は時代の寵児になっている。
まさに AI の第三次ブーム到来だ。
書店に行くたびに新しい AI 関連書籍が置かれている。
第三次 AI ブームの主役は、“ディープラーニング”という言葉につきるのではないだ

ろうか。
ディープラーニング（深層学習）は、ニューラルネットワーク（Neural Network）

という手法を採用している。
neural は neuron（神経単位）の形容詞である。
ニューラルネットワーク（Neural Network）とは、ヒトの脳内にある神経細胞 

（ニューロン :neuron）とそのつながりである神経回路網を人工ニューロンという数式
的なモデルで表現したものである。

代表的な手法として、畳み込みニューラルネットワーク（RNN）や再帰型ニューラル
ネットワークがある。

AI としてヒトの神経回路網をモデル化したことで、本当にヒトと同じ知能が得られる
と思わせたところが、ブームの根源であると言えるだろう。

雑誌 Newtown の 18 年 1 月号に人工知能とヒトの脳の動きを比較しながら、AI の
画像認識の仕組みを説明しているが、確かに画像認識の領域では、ディープラーニング
は実際の脳の動きにわりと近似していると言えるだろう。

18/3/7 の NTT グループの AI セミナーにおいて、脳科学研究の第一人者の東大・池谷
教授は、AI ブームの立役者は、ディープラーニングと AI が目を持ったことであると言った。

簡単に第三次 AI ブームの経緯を述べてみたい。
放送科学基礎研究所（視聴科学研究室）/ 放送技術研究所などを経て ,1989 年大阪大

学基礎工学部生物工学科の教授となった福島邦彦氏が、1979 年に発表した「ネオコグ
ニトロン」（視覚パターン認識に関する階層型神経回路モデル）が、現在の AI（= ディー
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プラーニング ）の基礎の一つになっているとされている。
エキスパートシステムや推論言語を中心とした第二次 AI ブームが 1980 年代に起こっ

たが、その時期に既に第三次 AI ブームの基礎技術は確立していたことになる。
第二次 AI ブーム終了後も、日本とは違い欧米の研究機関では、地道にディープラーニ

ングの研究を続けていた。
一気に第三次 AI ブームのエポックメーキングとなった出来事が 3 つある。
2012 年にカナダ・トロント大学のディープラーニングを採用した“スーパービジョン”

が、スタンフォード大学が毎年開催する画像認識精度を争う大会“ILSVRC”で、圧倒的
な精度で優勝したことである。

2012 年には更に“Google の猫”が“教師無し学習”（= 自己教示学習 / 自律学習）
で猫を画像認識できるようになったとグーグルが発表した。

最近 Google 傘下になった英国のベンチャー企業ディープマインドの人工知能 DQN
が、“教師無し学習”で TV ゲームのブロック崩しを自律学習したことを 2015 年に発
表し、2016 年には AlphaGo が囲碁の達人を破った。

このように画像認識、音声認識、自然言語処理の領域でディープラーニングが有効で
あることが証明されたことと、コンピュータがディープラーニング手法を使うことによ
り、ヒトと同じように自律的（= 教師無し学習）に学習し、賢くなっていく過程が証明
されたことで、AI の一大ブームとなったのだ。

そして遂に AI が、自律的（= 教師無し学習）に学習し賢くなっていき、2045 年に
AI がヒトの知能を超えるというシンギュラリティ（= 特異点）が発生するとの予測にい
きつくことになった。

2. 脳とコンピュータ処理能力について
シンギュラリティの根拠は、コンピュータがヒトよりもはるかに多くの情報を記憶出

来かつ計算速度がべらぼうに早いことと、ディープラーニング（ニューラルネンットワー
ク手法の CNN/RNN 等）がヒトの脳の動きに近似していることにある。

実際の脳神経細胞は約 1,000 億個あり、神経細胞をつなげる接点（シナプス）は、1,000
兆あるといわれている。

ということは、一つの細胞は、1 万の細胞とつながっていることになる。
広く知れ渡っていることだが、シナプス間には隙間があり、シナプス間は神経伝達物

質（メッセージ物質）によって情報が伝えられる仕組みになっている。
シンギュラリティを唱える人は、その位の事は解っているはずだ。

ただ最近の脳科学において解ってきたことに、神経伝達物質はアミノ酸で出来ており、
2017 年の日経新聞には神経伝達物質自体が 30 種類位との記事があったが、その後の
18/2/4 に放映された NHK 特番の脳特集では、神経伝達物質は数十種類〜 100 種類あ
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ると述べていた。
また刺激の強弱によって神経伝達物質の発生量も変化するが、ニューラルネット手法

でも、同様の重みづけの手法を導入している。
どの本を読んでもニューラルネットにおいて重みづけ（= 神経伝達物質の量の多さ）

は考慮されていても、神経伝達物質は 1 種類としたアルゴリズムと言えよう。
実際の脳において、脳神経細胞のシナプスに使われる神経伝達物質の種類が全体の

10 分の 1 の 10 場合の組合せの計算量が 10 倍になるほど単純ではない。
どこまで現実に合っているか分からないが、ちょっと大胆に数学的にアプローチして

みたい。
神経細胞は、比較的整然と並んでいることと、実際に脳処理において、同時に使われ

るのは 1,000 億個の細胞の内、1 億個の組合せで使われると仮定すると、一つの細胞に
10,000 のシナプスがあるから、脳神経細胞と伝搬物質の組合せは、

10 の 10,000 乗（=100 億の 1,000 乗）× 1,000 億 !/（1 億 ! × 999 億 !）
（組合せは、nCr=n!/r!（n-r）!）となる。

誰か数学の得意な方は、この数式が本当に正しいかも含めて実計算して欲しいのだが、
ほとんど計算不能な膨大な数値になると思う。

シンギュラリティの根拠に、2045 年頃には 1,000 ドルのコンピュータの演算処理が
およそ 10 ペタ FLOPS の計算速度となり、ヒトの脳の計算速度の 100 億倍になること
を根拠にしている。

確かに単純な演算処理だとそうなるが、コンピュータが、ヒトの脳細胞の 10 の
10,000 乗（=100 億の 1,000 乗）× 1,000 億 !/（1 億 ! × 999 億 !）の組合せをカバー
することは、2045 年でも全く持って不可能だと思われる。

ただ、米国国防省の投資によって IBM が開発した人間の脳を模したニューロコン
ピュータなら計算能力だけならカバーする可能性があるかも知れないが、神経伝達物質
の種類と量を表現するのは難しいと言える。

3. 脳科学とシンギュラリティ（Singularity）
2045 年に人工知能（AI）が人間の知能を超えてしまう特異点 = シンギュラリティが

発生するとの予測（or 予言）が話題沸騰している。
AI 発展のための話題作りとしては最高のネタと言える。
このシンギュラリティについては、まじめに発生すると考えている人と発生しないと

考えている人に分かれる。
更に発生しないと思うけど AI ブームのためにあえて発生すると言っている人もいるに

違いない。
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日曜日の夜 9 時から定期的に放送されている NHK スペシャル“シリーズ人体”は実
に興味深い内容である。

最新の人体の研究成果に基づき、人体の相互関係性をタモリが進行役になって、ips
細胞の山中教授が説明する番組である。

第四回までで最も驚く内容だったのは、今までは脳が全ての司令塔になって五臓六腑
をコントロールしていると考えられていたが、実際には五臓六腑が先に SOS 的なメッ
セージ物質を発生させ、脳がそのメッセージ物質を受け取り、その内容に応じて脳が五
臓六腑に最適な指示を出しているとのことだ。

人体は脳をトップとするハイアラキー構成ではなくネットワーク構造になっており、
研究すればする程、奥が深い仕組みになっていることが良くわかる。

2/4 の第五回は“脳はすごいぞ”というテーマであった。
この番組で一番の話題は、“ひらめき”が起きた時の脳の動きだ。
最新の研究では、ひらめきが起きるときは、脳内の多くの神経細胞に一斉に電気信号

が発生することが分かっている。
更には、ボーッとしている時も、ひらめき時と同じような電気信号が発生しており、

ひらめきを生むには、ボーッとしていることが必要だとのこと。
ボーッとしている時の安静時の脳内ネットワークにおいて、意図的な活動をしている

時の 20 倍の活動量があるとのことだ。
まだ“ひらめき”がどのように生まれてくるかは全く解っていない。

東京大学・池谷教授監修の本“脳と心のしくみ”（新星出版社発行）という本は、
2015 年 11 月の発刊であり、最新の大脳生理学の研究成果をもとに、脳科学第一人者
の池谷教授が脳の仕組みを非常に分かりやすく解説しており興味深く、この本を参考に
して意見を述べたい。

まずこの本の素晴らしいところは、“いわれている”、“期待されている”、“考えられて
いる”、“不明な点が多い”、“とされている”、“という説だ”、“分かっていない”との言
葉をちゃんと使い分けている点であり、一読して脳科学はそのほとんどが証明されてい
ないことが良くわかる。

ヒトと他の動物（含む他の霊長類）を分ける要因は、ヒトだけが自我を持っているこ
とにある。

ヒト以外の全ての動物は、脳の活動の全てが自分の身の回りの外にだけ向かっている。
自我は脳の様々な部分が連携した活動で脳の広範囲に活動部分が分散しており、実態

は解らないままである。
自我は脳内ネットワークから構成されていることは間違いないだろう。
2045 年までに脳科学が自我を解明し、AI= コンピュータが自我を持つまでに至るこ
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とは決してないといえる。
当然自我がないところに良心や愛情や犠牲心は生まれないだろう。
また脳とコンピュータの決定的な違いは、脳は外からの刺激がなくとも活動し続ける

自発活動であり、かつ指令がなくとも、脳は自ら学習し、自らを書き換える可塑性があ
ることである。

時間には、物理時間と心理時間があるそうだ。
きっと AI は全ての情報を物理時間で仕分けすることが可能だが、ヒトは心理時間で情

報を記憶し、各々の心理時間に基づき、個々の歴史観や人生観を持つようになる。
将来的にも、AI が心理時間を持つことはあり得ないと思う。
そもそもコンピュータでは、情報の記憶装置は基本中の基本であるが、ヒトの脳にお

いては、どのように記憶を保持しているのかもほとんど解っていない。
ヒトの記憶には短期記憶と長期記憶があるが、長期記憶においては海馬が中心となり、

覚えるべきと判断した記憶は、大脳皮質に送られること位しかわかっていない。
記憶は、記憶ごとに作られる特別な回路だと考えられているが、なぜそれが記憶にな

るかも含め、まったく実態は分かっていない。
更にヒトの脳は、汎化（思い込みで覚える）されて記憶されるそうだ。
心理時間と汎化から生まれる歴史観、人生観や複雑な脳内ネットワーキングから生み

出される自我やひらめきを持った AI が 2045 年では決して起きえないだろう。
池谷教授は脳科学研究と同時に AI の研究もしており、18/3/7 の NTT グループのセ

ミナーにおいて、シンギュラリティに関して面白い表現をしていた。
コンピュータは人間に役に立たなければ意味がなく、コンピュータ & コンピュータに

よる自律型の教師無し機械学習をさせていくと、人間に全く役に立たない OUTPUT を
出していくようになり無意味なものになってしまうので、シンギュラリティは起きない
と断言していた。

4. 脳科学の発展と未知の領域
脳科学は、近年は飛躍的に進歩してきた。
進歩を促したのは、蛍光顕微鏡、レザー顕微鏡、PET（陽電子放射断層撮影法）、MRI

といった脳神経細胞の観測手段の発達に起因している。
これらは全てあくまで事象発生に対して、神経細胞間の電気信号の伝達がどうなるか

の観測である。
見たり、聞いたり、話したりする時に脳のどこが反応するか、ストレスを与えた場合

の脳の反応状態、パーキンソン病、認知症、うつ病の脳の動き等々である。
脳科学が、これらの病気の治療に貢献していくことは間違いないだろう。
最近は、マインドリーディングの研究が始まり、機能的磁気共鳴画像法により脳内の
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電気信号を解析することで、その人が何の文字や図形を見ているかを脳の外から知るこ
とが出来るようにはなってきた。

またブレイン・マシン・インタフェース（BMI）は、脳の活動信号を計測し、その信
号を解析することで。外部の機械やコンピュータなどを直接制御する技術である。

話すことができない人へのサポートが大いに期待されている。
このように、脳への INPUT に対して脳がどのような反応 / 働きをするかと脳からの

OUTPUT を具体的な Action に繋げる研究は、今後も著しく進展するはずだが、INPUT
と OUTPUT の間にある脳の本質的な働きを解明するための観測手段は今後とも見つか
らないと思う。

人間が脳の構造がどうなっているのかの興味を持つことは当然であり、古代ギリシャ
の時代から研究されていた。

近代脳科学の研究は、1800 年頃に始まったようだ。
その後の研究過程によって、大脳、小脳、脳幹（すべての動物がもち基本的な生命活

動を司る）が細かい領域に分けられ、それぞれの領域がどのような役割を果たすかは、
ほぼ判明している。

各々の領域の役割が自己完結すれば、コンピュータで再現することも可能かと思われ
るが、最新の脳科学においては、脳は使う領域ごとに機能を担うとともに、それらの領
域がネットワークを築きながら働いているとのことだ。

脳内エネルギーを使いすぎないために、関連する神経細胞だけが活動し必要に応じて
ネットワーキングするように効率化されているそうだ。

なんと脳は優れていることか。
たとえば、見たものを正しく認識するには、画像のみならず、臭い、音、手触りなど

で総合判断することになるが、各々担当領域で処理した後に、最終的に脳内ネットワー
キングで総合判断しているに違いない。

脳内ネットワーキングの事例として、
・頭で覚える学習は大脳が担っていて、体で覚える学習は小脳や大脳基底核が担っている。

“体で覚える”は、大脳の意識的な情報処理を小脳でコピーして、無意識に、また
効率的に行えるようにしている。
また思考の高度化にも小脳が働いていることが解っている。

・人を好きになること
原始脳に近い大脳辺縁系の偏桃体が、好き / 嫌いを判断するめに、脳内のさまざま
な部分からの情報収集が必要になる。
大脳新皮質の各連合野で処理された感覚情報を受け取った偏桃体が、それらの情報
をもとに好き / 嫌いを判断する。
更に恋愛の場合は、相手の趣味や価値観、相性も重要なため、大脳皮質の前頭前野
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でも検討され、その情報を偏桃体に送っている。
などが挙げられる。
ネットワーキングの実態解明は、これからの課題と思われるが、実態の把握手段は従

来の蛍光顕微鏡、レザー顕微鏡、PET（陽電子放射断層撮影法）、MRI といった脳神経細
胞の観測手段では難しいと言える。

ちなみに、ひらめきと同様に、なぜ夢を見るのかもわかっていない。
睡眠中に脳が行うことの一つに、起きている時の行動や記憶を再現、整理し、必要な

情報を定着することがあることは解っているが、夢との関係は不明なままだ。
このようにヒトの脳に関しては、わからないことばかりなのだ。

将棋の羽生義治著の“人工知能の核心”（NHK 出版新書）には、ネットワーキングに
ついて興味深い記述がある。

将棋の人工知能 Ponanza や囲碁の AlphaGo に勝てるプロ棋士はいない状況だ。
AlphaGo は、ニューラルネット + マルコフ連鎖モンテカルロ法を採用し、その後の

AlphaGoZero は、コンピュータ同士が対戦し自律的機械学習のみと言われている。
ニューラルネットは、私的には確率論の延長であるデシジョンツリーを超複雑かつ精

度をあげる仕組みのようだと思っている。
ニューラルネットにおける重みとは発生確率のことであり、そこから期待値を算定す

るのだが、構成要因を細かく分け、ニューロンの層を深くすることで、精度をあげるよ
うな仕組みに思えてならない。

結局のところ、囲碁・将棋ソフトは、次の一手を膨大が予測データからもっとも勝つ
確率の高い一手を選んで、その積み重ねが勝利につなげている。

一方、羽生さんは、直観→読み→大局観と進め、最後は美意識が重要であるとのこと。
コンピュータと同じように脳を働かすのは、“読み”の時だけで、残りの“直観”、“大

局観”、“美意識”は、脳内ネットワーキングの働きだと思う。
特に“美意識”は、時間が大きくかかわっていると記述されている。

“美意識”は、時間の流れのなかでの文脈をつかむ能力と密接にかかわっていると言っ
ている。

心理時間を持たないコンピュータに、“美意識”が生まれることはないだろう。
この本を読むと、あくまで確率論の延長にある人工知能と脳内ネットワーキングを活

用するヒトの脳が戦うこと自体が無意味なことと感ずる。

このようにヒトの脳の働き / 動きは解らないことばかりであり、ひらめきや自我の本
質に到達することは 50 年後の 2068 年でも出来ていないのではないかと思う。

ただ、難しい課題ゆえにチャレンジする企業も現れている。
2013 年起業したベンチャー企業の㈱アラヤは、意識のある AI 開発を目指している。
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創業者の金井社長は、英サセックス大の准教授から転身したが、2018/3/2 の日経新聞
の記事においては、“50 年後、意識のあるロボットを作れるかもしれない”と述べている。

5. シンギュラリティの恐怖
アーノルド・シュワルツェネッガー主演の『ターミネータ 2』は、本当には面白い映

画だった。
ただ、最後シーンで未来から来たロボット（= アーノルド・シュワルツェネッガー）

が自ら溶鉱炉に身を投げたのだ。
このような犠牲心（= 自我）は将来とも生まれてこないだろう。
蛇足になるが相対性理論により将来には行けるが、残念ながら過去には戻れないこと

がわかっている。
ただ、神経伝達物質の種類を 1,2 種類に限定し、ひらめき、良心、愛情、歴史観、人

生観を持たないようなヒト（これでヒトと呼んでよいのかとの疑問は残る）の脳を再現
する AI は出来てしまうかも知れないとも思う。

ビジネス社会においては、IQ よりも心の知能指数 EQ（ Emotional Intelligence 
Quotient）を重視していこうとしている。

EQ とは、ビジネス社会で成功するための自己認識、自己制御、意欲、共感、社会的
能力や人間的な魅力を評価 / 向上させる尺度である。

考え方に非常に偏りがあり、他人の意見を全く聞かない冷徹な感情の薄い IQ400、
EQ0 のようなある領域においては天才のようなヒトに近い AI が、2045 年までに生ま
れる可能性は、もしかしたらあるかも知れない。

このような AI が情報社会に君臨すると危険なことが起こりうる可能性を否めない。
映画ターミネータの AI が国防省の防衛システムを乗っ取り、核攻撃してしまうような

事態が全くゼロと言えないかも知れない。
言うまでもなく問題の本質は人間側にある。
一番の問題は、AI はあくまで人間の補助手段にも関わらず、AI は人間より賢いと誤

解し、人間が深く思考することを止めてしまうことだろう。
スマホが普及した現在、電車の中でスマホを扱っている多くの人のほとんどが、ゲー

ム、漫画、LINE をやっている。
この人たちは、いつ深く思考するのかと思ってしまう。
以前通っていた英会話の米国人先生に、スマホは日本人をバカにするための米国の高

等戦略なのだろうと言ったら、米国人も日本人と同じようにバカになっているから心配
するなと言われ、大笑いした経験がある。

世界中の人間がバカに向かい、AI は人間より賢いと誤解する時代は近いかもしれない。
オックスフォード大学の人類未来研究所が、2015 年に人類文明を脅かす 12 のリス
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クの中に人工知能の台頭をあげている。
これらの危機感から、人工知能の活用に関する倫理規定を設けようとする活動も活発

である。
ディープマインド社の創業者デミス・ハサビスが、2014 年にグーグルに売却する条

件として、倫理委員会の設置をあげたとのことだ。
日本においても人工知能学会倫理委員会（委員長 松尾豊）が、2017 年 2 月に「人工

知能学会倫理指針」を発表した。
また脳研究の立場からもニューロエシックス（= 脳神経倫理学）という新たな学問が

生まれ、先進的な脳研究を悪用されないための様々な倫理規定が設けられている。

5. 流行中の AI の本質について
日経コンピュータ（2017/5/15）の記事の“無知で未成熟な”AI 脅威論“3 つの誤

解と本当の課題”の中に、汎用人工知能（= 強い AI）に関する否定的な意見として、人
間と同様な知性を発揮する汎用人工知能について“いずれ実現することは間違いない”
としつつも“今見えている技術の延長上には無い”と書かれているが、“いずれ実現する
ことは間違いない”という根拠の無い意見も間違いだと思う。

特に“知性”という言葉が問題であると思う。
そもそも AI（Artifitial Intelligence）は、誰が人工知能と訳したのだろうか。
研究社の英和辞典では、Intelligence の第一義は“知能 / 理解力”となっている。
似た言葉に Intellect があり、“知性 / 知力”と訳されている。
形容詞の Intelligent は、“知能が優れており、物事を処理する能力が高い”となって

いる。
角川国語辞典と岩波国語辞書を引いてみると、
　・知能 : 頭の働き、知識と才能
　・才能 : 物事をなしとげる力 / 物事を理解し実行する力
　・知性 : 人間の精神のもつ思考・判断の能力
　・知恵 : 物事の理を考え、判断をし、処理する心の働き
すなわち、知能（Intelligence）とは、知識を持ち、物事を理解し実行する力であり、

知性（Intellect）とは異なる意味を持つ。
そもそも AI には“知性”や“知恵”の意味は無く、シンギュラリティにおいても“知

性”や“知恵”は対象外なのかも知れない。
そういう意味では、人工知能と訳したことは正しいと言える。
ただ、シンギュラリティは、ヒトの知性を超える時と書かれている本や雑誌が多く見

受けられ、これは間違っていると思っている。

現在の AI 活用を売りにしているシステム、パッケージやサービスにおいて、ディープ
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ラーニングが使われているのは、わずか 10 〜 20% とではないかと言われている。
実際には第一次 AI ブームや第二次 AI ブームで培われた技術が多く使われているのだ。
例えば、18/2/18 の日経新聞にも掲載されていたが、有名な“巡回セールスマンのルー

ト最適化問題は、ニューラルネットでは解けない。
私が現役の SE 時代に直面した課題として、複数のタンクローリーをいかにガソリン

スタンドに効率的に給油に回るかがあった。
大型タンクローリーが通れない道路や渋滞状況下での最適な給油計画は解けない課題

であった。
何故なら、対象地域や環境が変化するため、機械学習のようなアルゴリズムが効果を

発揮しないからだ。

リサーチ会社の MM 総研では、AI を下記のような要素技術の集合体と定義している。
（17/9/8　MM 総研レポート“AI の技術概況と日本が残る道”より引用）

種類 提供価値 主な活用事例

自然言語処理 コンピュータ上で言語を処
理できる

デジタルフォレンジック

推論 新しい知識を生む エキスパートシステムの推
論エンジン

探索 解を見つける 将棋・囲碁ソフト

ベイズ理論 事実から原因を推論 検索エンジン

ゲーム理論 最適な解を見つける 警備の配置

機械学習 未知のパターンを発見 異常検知

エキスパートシステム 専門的な意思決定 内科診断

パターン認識 パターンを認識する 画像認識、音声認識、文字
認識

また機械学習においては、ディープラーニング（ニューラルネットワーク）が脚光を
浴びているが、それ以外にもナイーブベイズ、ガウス過程回帰、隠れマルコフモデルや
モンテカルロ法等の多くの方法があることを忘れてはならない。

このように AI を幅広く捉える必要があるだろう。

6.AI 活用状況と市場予測
AI の自動運転への活用は大注目され、多くの自動車メーカーが生き残りをかけて懸命
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に研究開発していることはよく知られている。
2017/6/28 〜 30 に東京ビッグサイトで、開催された第 1 回 AI・人工知能 EXPO で

の出展内容は概ね AI チャットボット（含む FAQ）、自然言語処理 & 多言語対応の活用
や画像・映像分析の活用が、そのほとんどであり、これらの領域では実用化段階に入り
つつあると言える。

通信キャリア各社は、既にコンタクトセンタにおける FAQ の自動対応やチャットボッ
トによる対応を実運用し始めている。

言語処理の分野では、日本語 / 英語 / 中国語 / 韓国語に対応した多言語対話型チャッ
トソリューションが実現している。

画像認識の分野では、顔検出 / 属性認識のみならず、顔照合、顔検索、アルバム自動
分類などの顔認識のあらゆる機能を様々なアプリに手軽に組み込める API を提供し始め
たベンダもあった。

また自立型ヒューマノイドロボット NAO が展示され、銀行・病院での受付のみならず、
人の顔や感情を認識したコミュニケーション、曲に合わせた踊り、サッカー、文字書き
等をプログラミング次第で自由に活用できる自立型ヒューマノイドロボットの販売も始
まった。

あまり新しい情報ではないが、16/11/11 日経新聞に米国における IBM Watson で
の主な提携・協業先が下記のように紹介されていた。

社名・組織名 分野

GM（米） 自動車向け情報サービス

テバーファーマスーティカル ･ インダス
トリーズ（イスラエル）

医薬品開発分野など

米ビジネス向けチャット、スラック ネット開発技術

米オンライン教育ベンチャー、ユダシティ 教育支援

独自動車部品大手シェフラー IoT

独シーメンス 医療診断など

フィンランド政府 医師支援システム

英ロイヤル・バンク・オブ・スコットラ
ンド

自動応答システムなど

着実に広義の AI が実活用され始めていることは間違いなく、今後益々社会生活に浸透
していくことになるだろう。

調査会社によって AI ビジネス市場の捉え方が異なるが、IDC　Japan、富士キメラ総
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研がそれぞれ市場予測を発表している。
2017/11/15 IDC Japan は、コグニティブ /AI システム市場は、16 年の実績は

159 億円で、年率 73.6% で伸長し、21 年の売上は 2,501 億円と予測した。
2018/1/12 富士キメラ総研は、AI ビジネス市場は、16 年の実績は 2,704 億円で、

年率約 33% で伸長し、21 年の売上は 1 兆 1,030 億円と予測した。
富士キメラ総研は、データアナリティクスやデジタルマーケッティングまで含めた広

義の市場定義のようだ。
両社においては、AI 市場の範疇が異なるが、著しく成長していくことだけは間違いない。

7.AI 人材育成のために整理すべきこと
AI 市場が著しく成長していく中で、必然的に AI 技術者人材は不足することになる。
2017 年に政府の依頼により人工知能技術戦略会議がまとめた“人口知能技術戦略”

資料において、先端 IT 人材は 2016 年においても 96,900 人不足しており、2020 年に
は 129,390 人不足すると予測している。

ただし先端 IT 人材には、AI のみならずビッグデータ、IoT も含まれる。
米国や中国に互していくためにも、AI 人材の育成は急務な課題だ。

① AI ビジネスレイヤーと必要技術について
AI 技術者と言っても非常に幅が広く漠然と捉えている人が多いと思う。
まずは、AI ビジネス（含む研究）のレイヤー分けを行い、レイヤーごとの必要技術を

明確にし整理する必要がある。
レイヤーイメージ図と対応する必要技術一覧表を示す。

〔　レイヤーイメージ図　〕

〔　レイヤーイメージ図　〕
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AI ビジネスレイヤ 事例
必要な基礎知識 & 技術

共通技術 専門技術

実
ビ
ジ
ネ
ス
適
用

レ
ベ
ル
3

多 目 的
AI 適 用 &
サービス

完全自動運転実用化 &
交通管制への反映 , コ
ンタクトセンタ無人化と
マーケティング自動反
映、オートマーケティン
グ & 販促
××tech（Fintech・・）
の立上げ

・デザイン思考 (AI 活用
アイディア創出力 )
・コンピュータサイエン
ス常識
・基 礎 数 学 ( 微 積 分 /
線形代数の常識 )
・統計学・確率論・確率
モデル基礎 ( 統計検定
3 級位 )
・ビッグデータ/ 機械学
習 / ニューラルネット適
用手法

イノベーション創出力

レ
ベ
ル
2

個別 AI 適
用 & サ ー
ビス

各キャリア FAQ 自動化
& チャットボットサービ
ス , 自律型ヒューマノイ
ドロボット NAO, アーム
型ロボット,チャットボッ
ト型接客 ,AI デジタル
マーケティング,Watson
人 財データ分析活用 ,
自動運転レベル 1,2 の
実現

・BigData の クレンジ
ング & 集約手法 & 学習
Data 精度向上
・機械学習の適用手法

（効率的学習 Data)
・Python による深層学
習カスタマイズ & 最適
化

レ
ベ
ル
1

フ レ ー ム
ワ ー ク /
API 利 用
の 新 規
サ ー ビ ス
機 能 創
出 や 独 自
API サ ー
ビス

FAQ 自 動 化 , チ ャ ッ
ト ボ ッ ト ,DataRobot
社 , 多 言 語 チ ャ ット
サ ー ビ ス , 画 像 解 析
自動タグ付け, 顔認識
API 提 供 ,Watson 人
事 デ ー タ 分 析 ツ ール
等 ,DataRobot 活用

・コンピュータサイエンス基礎
・応用数学（微積分 / 線形代数）の広い知識
・統計学 / 確率論 / 確率モデル ( 統計検定 2 級位）
・業務の AI 利活用効果と新たな価値の創出
・AI 基本技術の組合せ & 実用化技術
・Python による深層学習のカスタマイズ & 最適化

開発フレームワーク及
びプラットフォーム利用
API 提供

Amazon Tensorflow、
プリファードネットワー
ク ス Chainer、IBM 
Watson API, 独自の深層
学習フレームワーク, 自動
運転組込標準化

・コンピュータサイエン
ス全般
・数学全般基礎
・統計学 / 確率論 / 確
率モデル ( 統計認定 1
級位 )
・ニューラルネット実装
技術
・各種機械学習 ( 含む
ディープラーニング ) 手
法の研究 / 実装技術
・ソフト組込技術

・応用数学（微積分 / 線
形代数）高い知見
・開発フレームワーク/
API 設計技術

基本技術、開発フレーム
ワーク及びプラットフォー
ムサービスの提供

画像認識、文字認識、
自 然 言 語 処 理 基 本 機
能 &UI の 開 発・提 供、
Amazon、Google、
IBM Watson 等 の AI
プラットフォームサービ
ス . 自動運転基礎技術、
DataRobot

・応用数学（微積分 / 線
形代数）の活用
・ニュー ラル ネット /
ディープラーニングのコ
ンピュータ実装技術
・各認識機能のディプ
ラーニング適用法
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AI 手法の開発 プリファードネットワー
クスの深層学習による
制御技術、ディープマイ
ンドの DQN や自律型
機械学習技術、IBM コ
グニティブコンピュー
テ ィン グ 技 術 , ベ ン
チャー系 PKSHA の AI
アルゴリズム & アラヤ
の意識の AI

・コンピュータサイエン
ス精通
・数学全般の高い知識
・微積 分 / 線 形代数 /
統計 / 確率論 / 確率モ
デルに精通
・既存の理論 ( モンテカ
ルロ木検索 , ベンフォー
ド法則 , 均等分布定理
等 ) に精通
・ニューラルネット / 機
械学習手法に精通

・各種ニューラルネット
改造 & 最適化技術
・多くの機械学習手法（含
む教師無学習）の開発
& 適用技術

AI 基礎技術の研究 様々なニューラルネット
（CNN、RNN・・・）
手法の研究・開発、教
師 無し自 律 学 習 技 術
の 研 究 ,GPU の 開 発 ,
ニューロコンピュータの
研究

・新アルゴリズム & 新プ
ログラム言語研究
・脳科学 / 遺伝子工学
・タクソノミ / オントロ
ジ理論

実際に研修カリキュラムを考えるためには、対象 AI ビジネスレイヤーに加えて、企業
対象の場合はどの組織のどのレイヤー（技術者、マネージャ、上位管理者・・・）の社
員を対象にするか、更に研修対象者の知識や潜在能力のレベルをどうするかを考える必
要がある。

8. 様々な AI 研修体系と考慮すべきこと
AI 人材不足が顕著になる中で、大学 / 大学院、政府系研究・開発機構、ICT 調査会社、

研修ビジネス企業等において、様々な AI 研修が始まった。
代表的な研修事例を紹介したい。

①下位レイヤー向け大学 / 大学院の AI 専修シラバス
東工大 AI 関連シラバス（HP より引用）は下記のようになっている。

学 部・
院

コース

数理・
計算科学

（学士）

数理 マ ル コ フ
解析

組 合 ア ル
ゴリズム

数理論理 モ デ リ ン
グ

数理統計 確 率 論 基
礎

計算科学 アルゴリズ
ム

オートマト
ン

プ ロ グ ラ
ミング

OS 計算理論 言 語 処 理
系
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情 報 工 学
（学士）

基礎 オートマト
ン

アルゴリズ
ム

情報論理 確率統計

発展 人工知能 情報認識 動 的 シ ス
テム

生命情報 意思決定 数 値 計 算
法

知 能 情 報
（修士）

モ デ リ ン
グ

複雑 NW 知 能 シ ス
テム

経 済 シ ス
テム

分 子 シ
ミ ュ レ ー
ション

バイオイン
フォマティ
クス

生 命 デ ザ
イン

人工知能 ヒューマン
コンピュー
タインタラ
クション

機械学習 自 然 言 語
処理

コンピュー
タ グ ラ
フィックス

マ ル チメ
ディア情報
処理論

音 声 情 報
処理

情 報 の 組
織 化 と 検
索

先 端 人 工
知能

②中上位レイヤー向け NEDO 主催の AI データフロンティアコース（2017/7/31 公
開記事）

NEDO は、2017 年 7 月に、製造業を中心に AI 分野の即戦力人材を育成するコース
を開催すると発表。

下記がパイロットプログラムの内容で、当初の対象は東大が学部生向け、大阪大学は
大学院生向けで、コンピュータサイエンスの基礎学力を測定するテストを事前に受ける
必要がある。

パイロット終了後に対象は企業技術者となる模様。

場所 /
レベル

受講計

大阪大学大学
院生

コンピュータサ
イエンス補習

知識と学習 ビッグデータ
解析

脳機能計測
概論

講義
90 分×15,
演習
90 分×15知 識システム

概論
マシンビジョン 知識情報学

東京大学
学部生

コンピュータサ
イエンス補習

人工知能基礎 統計的機械学習 105 分× 6
( 講義・演習含
む )

すぐに使 える
AI

自然言語処理 コンピュータビジョン

								      
* 注 :NEDO: 新エネルギー・産業技術総合開発機構の略で、経済産業省が所管している。

③上位レイヤー非技術者向け研修
非技術者向けの研修ビジネスは、非常に注目を集めており集客力があるので、盛んに
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なりつつあり、今後活況をおびていくことになるだろう。
MM 総研が 2017 年 9 月に発表した論文“日米独アンケートで見えた日本の AI 市場”

の中に興味深いレポートがある。
会社の成長に結びつくと思い AI に投資している企業の中で、マネジメント層（部長以

上）が AI サービス熟知している割合は、米国 :49.8%、ドイツ :30.9% に対して、日本
はわずか 7.7% と極端に低く、大きな課題であると言える。

・日経 BP 社主催の AI セミナー
1.	 AI/ ロボットが変える産業と社会（1 日）
2.	 AI/ 機械学習によるデータ活用入門（1 日）
これらの研修は、マーケッティング部門 / 事業企画部門及び CIO、CMO（Chief  

MarketingOfficer: 最高マーケティング責任者）あたりが対象になるであろう。

・富士通ラーニングメディア AI を活用したサービスデザインワークショップ（2 日）
本コースは、AI を活用したサービスを企画する際に必要となる要素を学習し、AI に

対する正しい知識とデザインツールの活用ノウハウを組み合わせて、AI を活用したサー
ビスを企画するセミナーである。

マーケッティング部門 / 事業企画部門の担当者が対象になる。

・㈱ STANDARD の AI・データサイエンス研修サービス
日本ディープラーニング協会のジェネラリスト検定に対応した研修を行っている。
カリキュラムは下記のとおりである。

　　　1. 人工知能とは　　　　　　　　　　　	0.5H	
　　　2. 人工知能をめぐる動向例題　　　　　	1.5H	
　　　3. 人工知能分野の問題例題　　　　　　	 1H	
　　　4. 機械学習の具体的手法例題　　　　　	 7H	
　　　5. ディープラーニングの概要例題　　　	 4H	
　　　6. ディープラーニングの手法例題　　　	 6H	
　　　7. ディープラーニングの研究分野例題　	 4H	
　　　8. ディープラーニングの応用に向けて　	 2H	
　　　9. 総演習課題　　　　　　　　　　　　	 2H	
　　　10. テスト復習　　　　　　　　　　　	 2H	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 計 30H	
対象は、新事業企画部門担当者、AI サービス企画・開発部門のマネージャ及び情報シ

ステム部長あたりが妥当であろう。
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ただし、ディプラーニングに特化した研修であり、以前に述べたが現在 AI 活用と言っ
ているサービスの中でのディープラーニングの適用率は、まだわずかに 10 〜 20% に過
ぎない。

そのほかにも、日本ディープラーニング協会の松尾豊東大准教授の研究室出身者が創
立した㈱アイデミー（石川社長）が、クラウドで AI の基礎が学べるサービスを開始して
いる。

・日経 BP 社が、「企業の新規事業の開発やマーケティングなど既存業務の改革を進め
る次世代代リーダ向けの機械学習ビジネス活用講座（4 日間）のカリキュラム」

は、下記の通り。

　　　・機械学習の基礎（微分、線形代数）
　　　・機械学習の実装入門編（Python）と実習
　　　・各事例に対する機械学習の正しい手法の選び方
　　　・機械学習の実装応用編（Scikit-learn）と実習

* 注 1	:	多目的 AI 適用 & サービス :2017 年に発表された“人工知能技術戦略”におけるフェーズ 2 に該
当する。個別の領域を超えて、AI、データの一般利用が進むと定義されている。

* 注 2	:	統計認定 : 総務省後援のもと日本統計学会が主催する「統計検定」とは、統計に関する知識や活用
力を評価する全国統一試験。

		 統計認定 1 級から 4 級まである。
* 注 3: タクソノミ / オントロジとは、今後の AI の発展に欠かせないコンセプトである。
		 タクソノミ : 分類、分類学、分類法などの意味を持つ英単語。原義は生物学における生物の分類法、 

分類学のこと。IT の分野では、様々な情報やデータなどの分類の仕方を、分類項目と分類基準な
どを列挙して定義したものを意味することが多い。

		 オントロジ : 従来の認知過程を情報処理モデルで再構成する認知論的アプローチに対するアンチ
テーゼとして、オントロジ（存在論）ないしオントロジカル AI（存在論的 AI）が登場した。これ
は人々が認知の前提として仮定している日常世界の構造を記述・定式化することを重視する AI 理
論で、やがてこれらの存在論的アプローチによって作られた記述自体がオントロジと呼ばれるよう
になる。

* 注 4	:	遺伝子ネットワークモデル : 遺伝子工学は生命そのものを研究する学問であり、この研究が現在の
AI 技術の研究に多いに貢献していると言われている。

		 遺伝子ネットワークモデルだけでも、ブーリアンネットワーク、ニューラルネットワーク、ベイジ
アンネットワーク、微分方程式系、S-system、ペトリネットモデル等々がある。

* 注 5	:	機械学習 : ニューラルネット / ディープラーニングは、機械学習アルゴリズムの一つにすぎず、実
際には多くのアルゴリズムが考えられている。

		 MM 総研レポートによれば、教師有としてサポートベクターマシン / ナイーブベイズ / 線形回帰 /
サポートベクタ回帰 / ガウス過程回帰 / アンサンブル法 / ディシジョンツリー等があり、教師無と
して K 平均法 / 階層クラスタリング / 混合ガウスモデル / 隠れマルコフモデル / 遺伝的アルゴリ
ズム等がある。

* 注 6	:		線形代数 : 行列・行列式・連立一次方程式に関する理論を含む線型空間と線型変換を中心とした
理論

* 注 7	:	コンピュータサイエンス : 基本的な技術としての「計算論的思考」（Computational Thinking）
をベースに。各論的には、離散構造、プログラミング、計算理論、アルゴリズム解析、形式手法、
並行性理論、データベース、コンピュータグラフィックス、システム解析などがある。
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　　　・ディープラーニングの実装入門編（Chainer）
　　　・機械学習の前に必要不可欠なデータの関係性の把握と前処理
　　　・機械学習で活用するためのデータのそろえ方
　　　・要因分析

機械学習に特化しているが、レベル的には非技術者向けと技術者の間位をターゲティ
ングしていると思う。

このように対象 AI ビジネスレイヤーや対象企業の組織レイヤー（技術者、マネージャ、
上位管理者・・・）および対象者の知識や潜在能力のレベルによって様々な研修が始まっ
ていることが分かる。

やはり最も難しいのは、研修対象者の知識や潜在能力のレベルをどこに置くかという
ことだ。

NEDO 主催の AI データフロンティアコースにおいては、コンピュータサイエンスの
基礎学力を測定するテストを事前実施し、その結果を踏まえて最初に補講を実施するよ
うにしている。

このように事前に受講者のレベルを合わせる工夫が必要になるだろう。
今後研修を企画するためには、これらの要素を十分に考慮して進める必要がある。
また研修項目において、機械学習 & ディープラーニングと他の手法との比重も良く考

える必要がある。
2020 年から設立される専門職大学 / 大学院のターゲットが、上位レイヤーを担当す

る AI 技術者の育成とするならば、NEDO 主催の AI データフロンティアコース + 上位
レイヤー非技術者向け研修の組合せが妥当と思われる。

AI 技術者のベース知識となるコンピュータサイエンス / 基礎数学 ( 微積分 / 線形代数の
常識 )/ 統計学・確率論・確率モデル基礎をどの程度研修に含めるかが重要な課題となる。

これから事業を起こそうとしているアントレプレナー向けの研修を企画する場合は、
AI を使って新たな事業を起こすパターン（破壊的イノベーション創造）と既存の事業に
AI を適用して新たな付加価値を生み出すパターン（継続的イノベーション）の二つのパ
ターンを十分考慮する必要がある。

各パターンによって研修内容が全く異なるであろう。

以上
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ベンチャー企業によるAI 教育の実践
〔論考〕

株式会社 STANDARD
代表取締役 CEO　石井大智

1、はじめに
当社は、学生を中心に起業し、1 年前から AI 分野の人材不足に対するソリューション

ネットワークを提供してきた。何故この事業を始めたのか、この 1 年間の事業の中で得
られた知見は何か、そして今後何を目指していくのかを展望したい。

私は、早稲田大学創造理工学部で製造関係のデータ分析を学び、その後ディープラー
ニングによる画像認識の技術を用い､ 医療分野での開発業務を経験した。その中で、現
場で AI を適用する人材不足が問題となっており､ 特に学生という高いポテンシャルを持
つ層を動員できていないことが深刻であると実感し、人材育成事業を立ち上げた。

先ず、AI 人材育成に必要な教育を整理し、日本ディープラーニング協会の「E 資格」「G
検定」に対応したオンライン講座を提供して、研修内容の体系化、ケーススタディをも
とにした実践演習、専任メンターによる即時対応のメンタリングを行うことで、新しい
分野を学びやすい技術者研修を展開した。

また、技術分野だけでなく、AI を技術的に理解し、適切な活動方針を策定できるビジ
ネスパーソン向けの内容を整備し展開した。
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2、法人研修事業から得られた知見
エンジニア向けの研修では、機械学習・深層学習の最大公約数な手法を、課題に応

じて使い分けることができる人材の育成を目的に、①非 Deep Learning の機械学習
（scikit-learn を利用）② Deep learning（chainer,keras を利用）③その他のスキルセッ
ト、AI・データサイエンス業務に必須の周辺技術を分類し、3 ヶ月の期間で、集中的に
スキルを身に付ける研修を実施した。

研修の方法は、①オンライン講座で時間と場所を選ばないで学べ、何回も同じところ
を繰り返し学習することにより、機械学習の知識・スキルを学ぶ。②ケーススタディを
もとにした実践的な演習を行い、初めて見る手法でも実装段階まで繰り返し試しながら
学ぶ。数式などの知識だけでなく、データの前処理やパラメータチューニングも実践す
る。③専任メンターによる毎日即時対応可能なメンタリングを行う。データ分析を企業
の中でやっている人材をメンターとして確保し、課題の中での疑問点についての対応や、
研修計画およびその進捗について、ガントチャートなどで進捗のアドバイス、また､ 受
講者の作成した学習モデルも人手でのレビューを行う。

こうした研修方法により、ビジネスパーソンまで含めると､ 100 社 700 人の受講者
向けに研修を行った。この事業から得られた知見は、以下の2点にまとめることができる。

（1）AI 人材を最大限活用する仕組みを作る必要性
データ分析を学んだ学生が、その後企業の同分野で活躍している人数の国際的な統計
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では、日本は 11 位であり、人口比を換算しても、その人数はアメリカの 7 分の 1 の水
準であり、トップクラスの人材の人数がとても少ない。現在企業でデータ分析を行って
いる人材は、大学、大学院で素粒子物理学などの数理統計を用いた研究を行い、その後
企業データ分析の業務に転身し、その中でたたき上げのような形で知識や技術を身に付
けてきた人材がほとんどである。彼らは現場の仕事の中で、試行錯誤を繰り返してその
能力を鍛え上げてきた。これではなかなか多くの人材を育成することはできないが、そ
ういった人材が、ここ数年で各企業に 1、2 人いるようになってきた。

こうした AI 人材は、企業内において、ビジネス課題に対して数理モデルを用いた解決
を提示することが役割である｡ そして､ その過程では営業や計画立案､ 会議に同席して
の経営側へのアドバイス､ その後の分析や前処理など幅広い業務をほぼ独りででやらな
ければならないことが少なくない｡ しかし、人の何倍も知識があろうとも、結局は稼働
時間がネックとなるため開発のスピードや規模がそれに比例せず､ 開発が進みにくくな
るという問題が顕在化している｡

AI 人材を最大限活用する仕組みとは、こうした AI 人材をアシスタントするサポート
エンジニアを育成し、それがチームとなって機能するというものである｡ また､ そのチー
ムを案件の数だけ編制できる体制を作ることが理想である｡

リードエンジニアを育成するのは難しいが、サポートエンジニアは、大学でプログラ
ミング等を勉強した技術者が、AI 研修を通じてサポートエンジニアとなり、AI チーム
を構成する人材となることが可能となる。
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（2）AI 人材育成を企業の組織的な取組みにする必要性
よく聞くデータサイエンティストの転職理由は､ 膨大かつ複雑な業務を丸投げされて

しまい､ 上長を始めとする非エンジニアの理解を得られなかった結果､ 分析にアウトプッ
トが生まれないことである｡ こうした場合､ 彼らはデータ分析が文化としてあるベン
チャー企業や外資系企業への転職を希望するようになる｡

このように､ データサイエンティストに孤軍奮闘させるような形では､ プロジェクト
の頓挫は免れない｡ データ分析プロジェクトのスコープは､ ビジネス課題の明確化や現
場での運用､ あるいはデータ収集の仕組みづくりなど､ データサイエンティストひとり
の業務範囲を大きく超えるものなのだ｡

AI 導入を始めとするデータ分析プロジェクトに慣れている企業とそうでない企業の差
が、こういうところに出ており、その差は、加速度的に広がっているのが現状だ。その
ため、企業の組織的な取り組みを支援するために、「ビジネスパーソン向け AI 研修」も行っ
ている。

理想としては、AI 導入について、共通の知識とゴールイメージを持って、有意義なディ
スカッションを経て、プロジェクトを推進できるチームの構築を目指していくべきであ
り、これこそが AI 人材育成の最も重要な課題であると考える｡

3、採用支援事業から得られた知見
この事業は、選考を通過した大学生を自社の e ラーニング教材で育成し､ 彼らと採用
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を目的とする AI ベンチャー企業をマッチングするというものであり､ 大学生向けにはコ
ミュニティが組織されている｡ 所属する学生は､ AI 技術の習得を座学で終わらせず､ い
ち早く現場での業務を経験でき､ これまでに累計 300 名が参加している｡

主な活動内容は、e ラーニング教材の自宅受講と､ それを前提とした集合形式での勉
強会である｡ また､ 先の e ラーニング教材は無償で提供されており､ 先輩となる学生が
その内容を後輩に教える場がつくられている｡ その他にも､ 有識者の講演を聴講したり、
論文の輪読や実装を行うという場合もある。

（1）逆求人イベントの開催、インターン、サポートエンジニアとしての活動
AI ベンチャー企業とのマッチングはイベント形式で行われる｡ このイベントは ｢逆求

人｣という形式を取っており､企業ではなく学生の方から積極的に自己PRを行う場となっ
ている｡ 両者が上手くマッチングした場合､ 学生はインターン生として採用される｡ 彼
らは身につけた能力を活かし､ サポートエンジニアとして現場業務に貢献することが役
割となる｡ また､ データサイエンティストのもとで早期に実務経験を積むことは､ 学生
にとっても貴重な成長機会となり､ 学生と企業の両者の理想的な関係がここに生まれる｡

もともと画像認識の技術に興味のあった学生が、インターンシップで実際の仕事を
してみて、サービス分野に使ってい
るうちに、サービスを作ること自体
の面白さに惹かれて将来のビジョン
が見えてきたというケースもある。
そういう形で自分の進路を決定して
いく例が多い。
（2）学生の就職活動について

STANDARD 社がこうした取り組み
を行う理由は、学生の就職活動動向に
ある。
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Google の検索キーワードに表れているが、①企業名などによる企業分析、②自己分析、
③業界分析としたときに、①企業分析は多くなるが、③業界分析はあまりなされない。

つまり、思いつく企業から順番にあたっていくので、何か面白いサービス、技術があっ
て、その中にとがった人材、ディレクターがいたとしても、そのことを知らないまま就
職が決まっているのが実情ではないか。

こうした現状を踏まえ､ 私たちは業界の各企業についてより深く知る機会､ ときには
インターン生として就業する機会を提供している｡ そうすることで､ 学生たちの理想的
な就職活動を支援するとともに､ AI ベンチャー企業の魅力を学生たちに発信する場の構
築を進めていきたい｡

4、今後の展開、新規事業のアイデア
㈱ STANDARD という社名には､ あらゆる先端技術における人材育成のスタンダード

をつくるという意味が込められており､ 指導内容には大学では学べない実践的 ･ 実務的
なスキルが盛り込まれる｡ 先端技術には､ AI 以外にもクラウドやブロックチェーンなど
様々なものがある｡ こうした技術を活用できる人材の育成を､ 社会のインフラづくりと
して進めることが私たちのミッションであると考える｡
（2018 年 7 月 31 日　文部科学省委託事業「AI 分野首都圏版人材育成協議会」発言要旨）












